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にしくぼ

1．茅ヶ崎市西久保遺跡群

富永富士雄・大村浩司・宮下秀之・藤井秀男

西久保地域は、茅ヶ崎市南西部に形成された自

然堤防地形にその多くが位置する。近年開発が進

み、これらに伴う調査が数多く行われており、次

第に低地、自然堤防上における様相が明らかにな

ってきている。ここでは3つの調査例をもとに西

久保遺跡群の状況を説明する。

上ノ町・広町遺跡第3次調査（第1図1）

所在地茅ケ崎市西久保1526番地ほか

調査主体茅ヶ崎市埋蔵文化財調査会

（会長渡邉二郎）

調査担当者大村浩司・藤井秀男・石倉澄子

寺岡早苗

調査目的県道丸子・中山・茅ヶ崎線拡幅工事

に伴う事前調査

調査期間1991年2月1日～1995年12月26日

調査面積4,250mz

調査の概要

1990年度から断続的に行われている県道拡幅に

伴う調査で、上ノ町遺跡と広町遺跡両遺跡にまた

がっている。拡幅部と現道下を調査対象として行っ

たが、調査原因の性格上、狭歪な調査地区の積み

重ねとなっている。

調査の結果、古代においては、古墳時代末期か

ら奈良・平安時代の竪穴住居趾が確認され、集落

が形成されていたことが明らかになった。竪穴住

居は、 7世紀末から8世紀前半のもの、そして9

世紀後半から10世紀のものに中心が見られる。ま

た、掘立柱建物趾も確認されており、集落内での

竪穴住居趾との位置関係を検討する必要がある。

さらに、現道下より発見された井戸は、四隅に

支柱をもつ一辺約1mの木枠を有する方形のもの

であった。縦板は合計で約50枚を数え、その検出

状況から補修しながら一定期間使用していたと思

われ、本趾が集落の共同井戸であった可能性もあ

る。

中世では、士坑、竪穴状遺構、溝状遺構などが

数多く発見されているが、なかでも溝状遺構の数

が多く、これらは区画や排水等の性格を有するも
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第1図遺跡位置図

のと考えられる。また、円形を呈した集石墓も確

認されており、当地区の墓制を考える上で重要で

ある。

近世以降のものとして、士坑、溝状遺構、畝状

遺構などが確認されている。溝状遺構のなかには、

多量の陶磁器が一括廃棄されているものもある。

これらは近世後半から近代にかけてのもので、な

かには｢焼き継ぎ｣資料も確認できる。また、こう

した陶磁器に混じって、キセル、ジソボトル、規

炉などの遺物も出土しており、当地区の近世遺物

の様相を知る手がかりとなろう。

〈発見された遺構＞

竪穴住居趾 43軒（古墳時代末期～平安時代）

掘立柱建物趾13棟（奈良・平安時代）

井戸趾 22基（奈良・平安時代、中近世）

竪穴状遺構 12基（中世）

士坑 131基（奈良・平安時代、中近世）

溝状遺構 95条（古代、中近世、近代）

集石墓 1基（中世）

ピット 1,574ケ所（古代、中近世）

道状遺構 2条（近世）

畝状遺構 6ケ所（近世、近代）
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て行われた。調査地周辺の現況は耕作地であり、

標高5.0～6.5mでほぼ平坦な所で、東側をJR相

模線、北側を新湘南バイパスが通り、西方800m

には相模川支流の小出川が流れている。本遺跡は、

主体は相模川下流氾濫域に形成された自然堤防上

に立地しているが、北側に走っている海岸線より

数えて6列目の砂丘との間に広がる低湿地域もそ

の範囲に含んでいる。

本遺跡全般としては、平安時代中期～後期の集

落趾として位置づけることができると思うが、94

年度調査（調査区南東部）により、古墳時代後期

の遺構・遺物も確認され、市内の低地としては比

較的早い時期から生活が営まれた地域であること

もわかった。また、95年度調査の結果、調査区の

中西部南側では21軒の竪穴住居を中心とした数多

くの遺構群を検出したことから、平安期の集落の

中心部分(居住区)を推定することができた。加え

て、東部から中西部北側に及ぶ低湿地にかかる部

分では、耕作痕や畝状遺構と考えられる掘り込み

が広範囲で確認でき、出土した遺物や堆積土から、

中世から近世前半の水田・畑地といった土地利用

(生産区)の様子を伺い知ることができた。そして

この耕作地の範囲が現在のそれとほぼ一致するこ

柵列遺構 1ヶ所（近世）

〈出土した遺物＞

土師器、須恵器、灰釉陶器、陶器、磁器、かわら

け。士製品(管状土錘、泥面子)｡鉄製品（紡錘車、

刀子、釘、鎌、その他)。銅製品。石製品（砥石、

硯、紡錘車、石帯、石塔、石臼、温石、その他)。

木製品(漆器、曲げ物、箸、桶底、その他)。ガラ

ス製品。動植物遣存体（獣骨、昆虫、種子)。

（大村）

広町遺跡第4次調査（第1図2）

所在地茅ヶ崎市西久保996番地ほか

調査主体茅ヶ崎市埋蔵文化財調査会

（会長渡邉二郎）

（財)茅ヶ崎市文化振興財団

（理事長根本康明）

調杳担当者富永富士雄・宮下秀之・永野博美

調査目的西久保土地区画整理開発事業に伴う

事前調査

調査期間1994年5月31日～1996年7月31日

調査面積約8,500m'

調査の概要

西久保士地区画整理事業に伴う本調査は、1994

年8月より開始され、96年7月末を終了予定とし

第2図 調査地点図
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広町還跡第4次調査空撮

（石製品） 磨製石斧、紡錘車

（その他） 木製品、鉄製品、古銭、動物遣存

体、種子 （宮下）

大屋敷B遺跡（第1図3）

所在地茅ケ崎市西久保字大屋敷777-1番地

調査主体西久保大屋敷B遺跡調査団

（調査団長岡本孝之）

調賓相当者藤井秀男

調査目的店舗建設工事に伴う事前調査

調査期間 1995年9月5日～11月15日

調査面積350m｡

調査の概要

大屋敷B遺跡は前述の上ノ町・広町両遺跡の南

側に隣接し、西久保遺跡群の中央部を占める。地

勢的には全域が自然堤防上に立地し、南東部は旧

河道と考えられる低湿地で境される。

上ノ町・広町両遺跡が位置する西久保北部と浜

之郷・円蔵・矢畑の各地域は、市内でも調査例が

多く、遺跡の状況が明らかになりつつある。今回

の調査地点は、その間隙を埋め、二つの遺跡群を

結びつける位置にあり、その成果が期待された。

また、本遺跡内における公共下水道敷設工事に

伴う事前調査の成果や確認調査の結果からもその

期待が妥当なものと予測された。

調査の結果、 2期の集落趾を確認した。一つは

とにより、中近世の士地開発の規模の大きさと、

長期にわたる人々の定住生活が物語れており、こ

の地域における古墳時代から続いてきた集落の発

展は、近世前半で一応の落ち着きをみたようであ

る。尚、96年度調査の西端部では、平安期の竪穴

住居趾や掘立柱祉が重複して確認されており、こ

れは隣接する西久保上ノ町遺跡へと続く遺構群と

して考えたい。

〈発見された遺構＞

竪穴住居趾 37

掘立柱建物趾 3以上

井戸並 9

土擴 51

ピット 1,413

竪穴状遺構 11

道状遺構 l

溝状遺構 505

畝状遺構 20

落込み 46

土器溜り l

集石 1

〈出土した遺物＞

（士器） 土師器、須恵器、かわらけ、灰釉

陶器、陶磁器

（土製品） 管状士錘、泥面子

－5－



が認められることから、この時期には、当地域に

拡がる自然堤防地形の安定を窺うことができる。

ただ、上ノ町遺跡において、現段階で最も古い時

期を示す弥生時代中期の土器が出土しており、今

後さらに遡っていく可能性がある。

その後、古墳時代前期、後期と散発的な活動が

見られるが、 7世紀末から8世紀にかけて急激に

集落が発達する。こうした背景には、律令体制の

影響を受けて、当地での新しい展開が始まった可

能性を考えることができる。自然堤防地形と後背

湿地が、居住地や畑作地、さらに水田耕作などの

適地として選ばれたのであろう。

中世にはいると、前半期の遺構・遺物は極端に

少ない。中心となるのは、後半の遺構・遺物で、

溝状遺構、士坑、集石墓などである。これらは、

遺跡内に位置する16世紀中ごろに創建されたとい

う「妙運寺」の関連性が強いと思われる。

近世においては、各地点で畝状遺構など生産跡

が確認されており、農業を中心とした景観をみる

ことができる。そのなかで、上ノ町遺跡では、多

量の陶磁器を出土する溝状遺構や土坑が確認され

ており、屋敷の存在を感じさせる。18世紀後半か

ら近代にかけての遺物のなかには、「焼き継ぎ｣を

行った陶磁器が多くみられることなど、当時の生

活の一端が見える。今後、文献資料からの調査も

必要であろう。

こうした自然堤防上での生活は、常に水との戦

いでもあったと思われる。時代を問わず数多くの

溝状遺構が発見されているが、これらは、区画機

能のほか、排水などの機能を有するものが多いの

であろう。また、粘土質という本地形の土質を利

用して、竪穴住居趾の竈がこの土で構築されてい

ることも指摘できる。これらは、本地形における

大きな特徴であろう。

ところで、小出川を挟んで西方に同じように形

成されている自然堤防地形では、現在、古代の集

落は確認されておらず、中世以降が中心である。

このことは、地形形成の時期差を示しており、相

模川の流れが東から次第に西に変化していったこ

とを裏付けることになる。

今後、土地の成り立ちと利用について考える基

本資料になると思われる。 （大村）

平安時代、もう1期は弥生時代末から古墳時代初

頭に属するものである。

平安時代の遺構としては、竪穴住居趾が7軒、

掘立柱建物趾1棟のほか、溝状遺構、ピットなど

が発見された。出土遺物からの検討は今後の整理

作業の進行を待って行うが、重複関係から数代の

継続が読み取れる。このことから、本遺跡がこの

時代、上ノ町・広町遺跡と同一、あるいは隣接し

た集落を形成していたと考えられる。

本調査で特筆されるのは、弥生時代末から古墳

時代初頭の集落が確認されたことである。発見さ

れた竪穴住居趾は7軒で、ほかに不明確ながら2

基の竪穴趾がある。

調査区北東隅で確認された第14号住は焼失家屋

と考えられ、壷、台付甕、高坏等の一括資料を出

土した。

本遺跡周辺では、これまで、弥生時代中・後期

の遺物も確認されているが、いずれも散発的なも

のであった。集落の成立は、本遺跡の南400mに

位置する円蔵下ヶ町遺跡等で確認されている古墳

時代後期まで下ると考えられていた。

今回の発見により、本遺跡の立地する自然堤防

上でも古墳時代前期には集落が営まれていたこと

が明らかとなり、茅ヶ崎市の低地遺跡を考える上

で大きな意義を持つと考えられる。早い時期の検

討を目指したい。 （藤井）

ま とめ

相模川によって形成された自然堤防上に位置す

る本遺跡群は、粗密、時代の違いはあるにせよ、

ほぼ全域にわたって活動跡をみることができる。

大屋敷B遺跡において、弥生時代末～古墳時代

初頭の竪穴住居趾が発見されており、集落の形成

大屋敷B遺跡第14号住適物出士状況

－6



おだわらじようか・ らんかんぱしちょう

2．小田原城下・欄干橋町遺跡第Ⅳ地点

山口剛志

1 ．所在地小田原市本町一丁目13－1

2．調査主体小田原市教育委員会

3．調杳担当者山口剛志

4．調査目的店舗併用個人住宅建設に伴う事

前調査

5．調査期間平成6年1月10日～平成6年8

月24日

6．調査面積423m2

7．遺跡の立地

小田原城下・欄干橋町遺跡は、小田原城天守閣

の南東約450mのところに位置し、旧東海道であ

る国道1号線と小田原城三の丸南堀によって区画

された町屋にあたる。標高は11mを測り、海岸線

までは直線距離で約400mである。本遺跡は、国

道1号線沿いに延びる海岸砂丘上の微高地に立地

しており、北側に隣接する三の丸遣跡より一段高

いところである。

欄干橋町は、天正元年（1572）の「北条家朱印

状」に初めてその名が見られることから、この頃

には既に存在した町屋と考えられる。江戸時代に

は、本陣「伊勢屋」と旅篭10軒が存在し、小田原

宿の中でも栄えていた町屋である。この区画は、

本陣「伊勢屋」や薬種商の「外郎家」などの有力

町人の屋敷以外は、間口3間、奥行10間程度の長

方形の屋敷割であった。今回調査を行った地点は、

外郎家の屋敷地にあたる（第1図)。

8．調査の経緯

欄干橋町遺跡は、これまで3地点で調査が行わ

れており、中．近世（16～19世紀）の遺構・遺物

が多数確認されているところである。当該地に店

舗併用個人住宅が建設されることになり、平成6

年1月10日より小田原市教育委員会が主体となっ

て調査を行った。

調査は、安全面を考慮して鋼矢板を調査区全域

に設置した後に実施した。そして、調査区を南北

に分割して便宜上北半部をI区、南半部をⅡ区と

仮称し、北半部のI区から調査を開始した。

現在は、平成9年度の報告書刊行に向けて遺物

第1図調査地点位置図(1/10,000)

整理を実施中であり、今回はその中間報告という

形で発表を行いたい。

9．調査の概要

(1)検出された遺構

本地点から検出された遺構は、石組遺構37、士

坑218、方形竪穴遺構3，井戸2、溝14，柱穴94、

礎石列4，硬化面lである。以下、主な遺構・遺

物について説明する（第2図)。

a.石組遺構

石組遺構は、37基が検出されている。この内、

方形石組士坑は75号（江戸時代)と236．283．299

・300号（北条時代）、円形石組士坑は207.209･

227号（江戸時代）と239.321号（北条時代）で

ある。これらの分布は、75号を除いて東海道に面

した調査区南半部に集中している。

207号遺構F－4グリッドで検出された、江

戸時代の円形石組士坑である。規模は、東西1.7

m、南北1.8m，深さ45cmを測る。石組は、壁際

に沿って大形の石が二段に積まれ、底面には直径

10cm前後の小石が敷き詰められている。これらの

構造から水路桝と推定され、溝である217号と共

－ウー
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西側が東西2.8m，南北2．9m，深さ1.3mを測

る。底面には、壁際に沿って柱穴が東側のもので

19本、西側のもので11本それぞれ検出されてい

るo 2基の重複関係は、調査時に確認できなかっ

たが、出土遺物から両者の時期差は小さいと考え

られる。

d.井戸

181号遺構C－3グリッドの60号底面から検

出された北条時代の井戸である。直径2.5mを測

るほぼ円形の掘り込みである。地表面から6m掘

り下げを行ったが、底面は検出できなかった。本

遺構は、方形竪穴遺構である60号より古い。

e.溝

318号遺構E～G－2 ．3グリッドにおいて

検出された北条時代の溝である。南側から北側へ

延びた後、西側へ約100度の角度で屈曲している

が、屈曲部は近代の井戸である202号に切られて

いる。長さ12.8m、幅50cm、深さ85cmを測る。

f.柱穴

柱穴は、94基検出されているが、明確に柱穴列

などのように等間隔に並ぶものは現段階では確認

されていない。柱穴の中には、278．384号などの

ように底面に根石を設けているものが認められる。

また、F・G－5．6グリッドは柱穴が集中して

検出されており、建物の存在が推定される。

(2)検出された遺物

遺物は、土師器、須恵器、陶磁器、瓦、かわら

け、漆製品、木製品、石製品、鉄製品、銅製品、

銅銭などが出土している。ここでは、16～17世紀

前葉の遺物について説明する。

小田原Ⅱa期古段階この時期は、90号出土の

遺物がこれにあたる（第3図上段)。1は明の白

磁Ⅲ、 2は瀬戸・美濃の灰釉腰折Ⅲ、 3は厚手の

かわらけでロクロ成形、 4は小田原城では数少な

い出土である内耳鍋である。これらの一群は、2．

3のように古い段階のものが含まれるが、全体の

組成から16世紀第1四半期としておきたい。

小田原Ⅱa期中段階333号出土の遺物がこの

時期にあたる(第3図下段・第4図上段)｡ 5～16

は明の製品で、 5～7が染付碗、8～11が染付皿、

12が白磁の小坏で見込は蛇ノ目釉剥ぎ、13．14は

白磁皿、15は青磁碗、16は器種不明の青磁である。

に機能していたと考えられる｡209･227号も、同

様な機能を有した遺構と考えられる。

283号遺構E－3．4グリッドで検出された

北条時代の方形石組遺構である。平面形は長方形

を呈し、規模は東西2m，南北1.7m，深さ1m

を測る。石組は、壁際に沿って最高10段まで丁寧

に石が積まれている。

b.土坑

90号遺構B・C－6グリッドにおいて西半部

が検出された北条時代の士坑である。平面形は円

形を基調としており、規模は東西1.4m以上、南

北2.5m，深さ60cmを測る。

94号遺構B・C－5．6グリッドで検出され

た。平面形は楕円形を呈し、規模は東西1.4m，

南北1.9m，深さ1.5mを測る北条時代の深い士坑

である。

129号遺構A・B－4グリッドで検出された

北条時代の長方形を呈する士坑である。規模は、

東西1.2m，南北4.6m，深さ1.9mを測る大形の

ものである。

316号遺構F・G－3グリッドで検出された

江戸時代の隅丸長方形を呈する土坑である。規模

は、東西0.9m、南北2.1m､深さ90cmを測る。

61号遺構A・B－5．6グリッドで検出され

た江戸時代の士坑である。北半部の壁面及び遺構

上部は、撹乱を受けているため遣存状態は良くな

い。平面形は隅丸方形を呈し、規模は東西2.5m，

南北2m(現存値)、深さ55cmを測る。

292号遺構F－4グリッドで検出された江戸

時代の士坑である。平面形は円形を呈し、規模は

直径1.2m，深さ30cmを測る。覆土は、水中堆積

した細かい砂質の灰褐色土で構成され、中央部に

は木桶などが埋設されていたと推定される。また、

底面中央には、「水不能漂守」と墨書された拳大

の石が埋納されていた。本遺構は水路桝と推定さ

れ、溝である280.307号と共に機能していたと考

えられる。

c・方形竪穴遺構

333号遺構F・G－2．3グリッドより検出

され、北条時代に属する方形竪穴遺構が2基重複

していた。平面形はいずれも長方形を呈し、規模

は、東側が東西3.2m，南北3m，深さ1.3m，

－8－
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波縁の灰釉皿である。102は灰釉皿、103は鉄釉の

徳利で、いずれも瀬戸・美濃の製品である｡104は

産地不明の大形の天目碗である｡105～109はロク

ロ成形のかわらけで、Ⅱb期のものと比べて厚手

となり、器形は106～109のように器壁中央で屈曲

するものが主体となる。

これらの一群は、唐津の製品が含まれることか

ら17世紀初頭であると考えられる。

小田原Ⅲb期この時期は、第5図下段に示し

た61号の一群がこれにあたる。110は明の染付Ⅲ、

111～115は瀬戸・美濃の製品で、 111が天目碗、

112が鉄釉の蓋、113が志野皿、114が志野の向付

である。115は織部の鉢で、61号と70．106号との

遺構間接合資料である。116～125はロクロ成形の

かわらけで、Ⅲa期と同じく厚手のもので、器形

は器壁がやや外反するタイプである。

これらの一群は、志野とともに織部が含まれる

ことから、17世紀前葉に位置付けられる。

10．まとめ

本地点の特徴としては、まず、江戸時代の士坑

が北半部に集中していることがあげられる。この

部分は、敷地内で最も東海道から離れた三の丸堀

側にあたる。このことから、江戸時代の町人地は、

東海道沿いの表側に屋敷、奥側に庭という土地利

用形態が想定され、庭にゴミ処理用の士坑が構築

されていたと考えられる。

次に、江戸時代の井戸が検出されなかった点を

あげることができる。本地点では、207．292号な

どが水路桝と推定されることから、これらが小田

原用水を屋敷内に引き込んだ施設である可能性が

高い。このため、敷地内に井戸を設けることがな

かったと推定される。

遺物では、総数373もの遺構が重複して検出さ

れたことにより、これらの新旧関係を加味して遺

物の変遷を検討することによって、小田原編年が

より詳細な内容になると考えている。また、これ

までは、小田原Ⅲa。b期のかわらけ資料に乏し

かったが、316．61号から該期の資料が出土した

ことによって、かわらけの空白時期も明らかにな

りつつある。

これらの詳細については、来年度刊行予定の報

告書で明らかにしたいと考えている。

17～32は瀬戸・美濃の製品で、17が灰釉皿、18

が底部糸切りの縁釉皿、19が灰釉の香炉、20．21

が天目碗で、20は高台周辺には錆釉が施されてい

るo22～24が鉄釉の丸Ⅱで、22･24が削り込み高

台、25が鉄釉の徳利で底部周辺に錆釉が施されて

いる。26は錆釉が施された器種不明の製品である。

27～32は播鉢で27．28．32がやや新しく、29～31

がやや古めのタイプである。33は常滑の甕、34．

35は産地不明の甕または壷と考えられる。

36～54はかわらけで、36～51がロクロ成形、52

～54が手づくね成形である。口径10cm以上のロク

ロ成形のものは、底部が高台状に造られた特徴的

なもので、36～45のような底部から大きく外に開

き、口縁部が内湾ぎみに立ち上がるものと、46～

48のように口縁部が外反するものとの2タイプが

認められる。55は非常に薄い造りの羽釜である。

333号は2基の重複であることから、これらの

一群を検討する上でこの点を考慮しなければなら

ないが、16世紀第2四半期と考えておきたい。

小田原Ⅱb期94．129号出土の一群がこの時

期にあたる。

94号は、第4図下段に示したもので、56が明の

染付Ⅲでいわゆる万暦様式、57～60が瀬戸・美濃

の製品である。57が削り込み高台の鉄釉Ⅲ、58が

鉄釉の徳利の口縁部、59．60が播鉢である。61～

81はかわらけで、61～78がロクロ成形、79～81が

手づくね成形である。ロクロ成形は、65など器壁

が外反するもの、66など器壁が直線的に立ち上が

るもの、78など器壁がやや丸みをもって立ち上が

るものとの3タイプが認められる。

129号は、第5図上段に示したもので、82．83

が明の染付、84が瀬戸・美濃の香炉である｡85が

産地不明の銅緑釉の蓋であるが、後世の混入の可

能性がある。86～88が瀬戸・美濃の摺鉢である。

89～98はロクロ成形のかわらけで、89～92のよう

に器壁がやや丸みをもって立ち上がるもの、93な

ど器壁が直線的に立ち上がるもの、97など器壁が

外反するものとの3タイプがある。

これらの一群は、16世紀第4四半期に属する。

小田原Ⅲa期この時期のものは、第5図中段

に示した316号の一群がこれにあたる。99～101は

唐津の製品で、99．100が灰釉の皿、101が口縁部
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3．海老名市NO47遺跡

瀬田哲夫

1．所在地海老名市河原口1109-1番外

2．調査主体海老名市NO47遺跡発掘調査団

（団長斉木秀雄）

3．調査担当者佐藤仁彦・瀬田哲夫

4．調査目的団地建設工事に伴う埋蔵文化財

発掘調査

5．調査期間平成7年3月1日～11月11日

6．調査面積2,500m2

7．遺跡の立地

海老名市は神奈川県の中央部、相模川の中～下

流域左岸に位置しており、市域の面積は約25.20

㎡である。地形は南北方向へのびる座間丘陵・相

模原台地と相模川の沖積低地からなり、この低地

は現在も水田地帯として利用されている。

調査地点はJR厚木駅の北方約350mに位置し、

字名は四大縄通り町である。約700m西では相模

川が南流し、調査地点はその自然堤防からやや下

がった後背湿地に立地し、現地表の海抜は約21m

である。この低地は「海老名耕地」と呼ばれ、地

割や字名などから古代の条里制水田遺構の存在が

推定されている地域でもあるが、発掘調査事例は

皆無で考古学的実態は明らかではない。

調査地点の北東約2kmの台地上には奈良時代に

国分寺が造営され、相模における中心的役割を担っ

ていたことと考えられる。調査地点の北西約800

mの相模川自然堤防上には式内社有鹿神社が鎮座

する。ここは相模川・中津川・小鮎川が合流する

水運の要衝であり、中世海老名氏の居館もこの付

近（字御屋敷）にあったと推定されている。

8．調査の経緯

本調査は県住宅供給公社団地、及び県営団地建

設に伴う発掘調査で、平成6年7月の県教育委員

会による遺跡範囲確認調査の結果、中世を中心と

する埋蔵文化財が所在する可能性が高いと判断さ

れ、新しく周知された。同年12月から敷地内に10

><6mを基準とするトレソチを数カ所設定し、予

備調査が行われ、平成7年3月1日から11月11日

にかけて本調査が実施された。調査区は建物範囲

第1図遺跡位置図

2カ所、駐車場部分1カ所の計3カ所であり、北

からI区、Ⅱ区、Ⅲ区と呼称した。

9．調査の概要

調査敷地内にはかって相模線厚木駅が所在し、

旧駅舎の基礎杭等により部分的に撹乱を受けてい

る。現地表下50cm(海抜20.6m)前後までは現代

客土である。調査はこの客士層を重機により除去

し、以下は人力により掘削を行った。検出された

遺構は4時期の水田趾と、これに先行する時期の

溝である。以下、第1面～第5面において検出さ

れた遺構についての概略を記していく。

（第1面）

現代客土を除去すると50cm程の厚さに堆積する

砂礫層が検出される。これは第1面の水田趾を覆っ

ており、相模川の氾濫により運ばれた砂礫と考え

られる。第1面は砂礫の混じるオリーブ黒色粘土

により構成され、現地表下1.0m(海抜20.2m)

前後で検出されている。検出された遺構は56枚の

水田趾であり、畦畔、水口、及び東西道路（大畦

畔）が確認されている。

Ⅲ区南部では幅1．5～2.0mの東西道路を検出

している。この道路の中心から北へ約105mの地

点では、予備調査時に幅1.5m程の東西道路が確

－15－



東西道路は断面台形状を呈し、幅2.0～2.5m、

高さ30cm前後である。

検出された30枚の水田のうち、東西・南北規模

が確認できたものは6枚である。

第3面の年代は戦国期を中心とした時期と考え

られる。

（第4a面）

第3面の下30cm前後、現地表下1.8m(海抜19.4

m)程で第4面を構成するオリーブ黒色粘土質シ

ルトを検出した。この層には全体に灰～灰白色の

風化.スコリアが観察される。第4面では新旧2時

期の遺構群が確認され、新期を第4a面、旧期を

第4b面と呼称した。

第4a面で検出された遺構は水田趾、畦畔、及

び東西道路である。水口は確認されていない。遺

構配置は第3面とほぼ同様だが、畦畔がかなり直

線を意識して造られている。畦畔の断面は台形状

を呈し、高さ10～15qn，幅0.6～1.0mを測る。

東西道路は断面台形状を呈し、高さは30cm程、

幅は西半部で約3.0m，東半部で約5.0mを測り、

調査区中央部やや西よりから幅が広くなる。

検出された30枚の水田のうち、東西・南北規模

が確認できたものは6枚である。

第4a面の年代は13世紀代と考えられる。

（第4b面）

第4b面では東西溝: 6条、南北溝: 4条、土

壌： 3基が検出された。遺構配置は、並走する2

条の東西溝と、これらとほぼ直交関係にある南北

溝が、東西溝の北・南側に配されている。

東西溝はⅢ区において約53mにわたり検出され、

更に調査区外へと続く。北側の東西溝（溝A)は

上幅0.7～1.2m、下幅0.5～1.0m、確認面からの

深さ10～20cmであり、溝底の高低差は西側に比べ

東側が20cm程深い。南側の東西溝（溝B)は上幅

0.7～1.5m、下幅0.5～1.2m、確認面からの深さ

20～30cmであるが、東部では上幅50cm前後と狭く

なる。溝底の高低差は東側が20cm程深い。溝A・

Bは芯～芯で1.5～2.0mの距離を有するが、両溝

の東部と溝Aの西側では掘り直しが確認されてい

る。

東西溝の北側から検出された2条の南北溝（以

下、西側を溝C，東側を溝D)は、芯～芯距離約

認されている。このふたつの道路はほぼ並走し、

現在の町割りとほぼ一致する。東西道路の断面は

台形状を呈し、高さは40cm前後である。また、 3

カ所に水口を確認している。

畦畔は断面台形状を呈し、幅0.5～1.0m，高さ

約20cmを測る。水口は40カ所で確認されている。

検出された水田のうち東西・南北規模が確認さ

れたのは10枚である。

第1面の年代は18世紀中葉～近代初頭と考えら

れる。

（第2面）

第1面の下30cm前後、現地表下1.3m(海抜19.9

m)程で第2面の水田趾、畦畔、東西道路が検出

された。第2面は粘性のやや強いオリーブ黒色粘

土により構成されている。遺構配置は第1面とほ

ぼ同様だが、水田の規模がやや大きく、水田面に

は足跡状の窪みを多数伴っている。この窪みは主

に東西方向に列をなし、覆土は宝永4年（1707）

に噴火した富士山の火山灰と考えられる。東西道

路は第1面時より北へ1.0m前後ずれている。断

面は台形状を呈し、幅1.8～2.2In，高さ40dn前後

である。4カ所で水口を確認している。

畦畔は削平を受け、高まりや水口の遣存状況は

良好ではない。畦畔部分は足跡状の窪みが検出さ

れず、幅は0.3～1.0m，高さは良好なもので20cm

程である。

検出された36枚の水田のうち、東西・南北規模

が確認できたものは6枚である。出土遺物にはキ

セルの吸口や雁首、砥石等が含まれている。

第2面の年代は近世初頭～中頃、1707年の富士

山火山灰の影響により廃絶されたと考えられる。

（第3面）

第2面の下20cm前後、現地表下1.5m(海抜19.7

m)程で第3面の水田趾、畦畔、及び東西道路が

検出された。第3面の構成士は灰白色粒子（0.5

~2.5cm大）の混入した粘性の強いオリーブ黒色

粘土である。

遺構配置は第2面とほぼ同様だが、南北畦畔が

やや東方向にずれている。畦畔の断面は台形状を

呈し、高さ10～15cm，幅0.3～0.9mを測る。水口

は東西道路際に3カ所、南北畦畔の中央部に1カ

所確認されている。
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3/2）粘土質シルト、黒色(5Y2/1)泥炭質粘土、

黒色(7.5Y2/1) 泥炭質粘土が各5cm前後の厚

さでほぼ水平な堆積を示し（調査区東側が西側に

比べ10cm程低い)、遺構は確認されなかった。ま

た、予備調査、及び本調査におけるプラソト・オ

パール分析では、黒色(5Y2/1)泥炭質粘土より

上位の堆積層からイネのプラソト・オパールが確

認されている。このため黒色(5Y2/1)泥炭質粘

土上面を第5面と呼称し、 I区西半部、Ⅲ区東半

部を平面的に掘り広げて調査を行った。

第5面では遺構は確認されず、自然地形による

窪みを検出した。出士遺物は弥生式土器、礫、木

片である。黒色(5Y2/1)泥炭質粘土は西～東、

北～南へとごく緩やかに傾斜している。

第5面の年代を特定することは困難であり、整

理作業の課題としたい。

10．まとめ

今回の調査では4時期の水田趾と、それに先行

する溝を確認することができた。しかし、限られ

た面積での調査であり、また、水田趾という遺構

の性格上、出土遺物が少なく年代決定には困難を

伴っている。本調査では各層位のテフラの同定、

及びプラント・オパール分析等を依頼し、考古学

的調査の成果との検討を行う予定である。

現在は整理作業の途中であり、詳細な検討は今

後の課題としたい。今回の調査は神奈川県下にお

いて極めて例の少ない水田趾の調査であり、また、

古代の条里制水田遺構の存在が推定されている地

域の調査でもあり、本遺跡の考古学的価値は非常

に大きいといえる。

33mで並走する。溝Cは南北約7mを確認し、更

に調査区外へ続く。上幅30～60cm､下幅20～50cm，

確認面からの深さは10～30cmであり、溝底は南へ

緩やかに傾斜している。溝Dは南北約18mを確認

し、更に調査区外へ続く。上幅60～90cm、下幅50

~80cm、確認面からの深さは10～30cmであり、溝

底は南へ緩やかに傾斜している。溝C・Dの続き

はI区からも検出され、緩やかに南流している。

出土遺物は数点の礫のみである。両溝の芯～芯距

離は調査区北部で31.7m，南部で32.5mを測る。

調査では南北約20mを検出し、さらに北へと続く。

東西溝の南側から検出された2条の南北溝（以

下、西側を溝E，東側を溝F)は、芯～芯距離約

32mで並走している。溝Eは南北約5mを確認し、

更に調査区南外へ続く。上幅50cm前後、下幅40cm

前後、確認面からの深さは10cm前後であり、南へ

緩やかに傾斜している。溝Fは南北約2mを確認

し、更に南へ続く。上幅60cm前後、下幅50cm前後、

確認面からの深さは15cm前後であり、南へ緩やか

に傾斜している。溝C、D，Fは東西溝と交差す

るが、溝Eの北端部には50qn程の空間が確認され

ている。

土壌はⅢ区の西端で2基検出された。これらは

切り合い関係にあり、新しいものを士擴A，他方

を土壌Bと称する。土壌Aの平面は隅丸方形を呈

し、長軸120cm前後、短軸70cm前後、確認面から

の深さ10cm程である。土壌Bの平面は不整円形を

呈し、直径1.1m前後、確認面からの深さ30cm程

である｡ I区では士擴は1基のみ調査区のほぼ中

央で検出している。平面は楕円形を呈し、上幅60

cm前後、下幅30cm前後を測る。確認面からの深さ

は50cm程である。他の関連する遺構は確認されず、

性格は不明である。土壌からの出士遺物はない。

第4b面の年代を特定することは困難であり、

整理作業の課題としたい。

（第5面）

第4面の調査終了後、トレソチを数カ所設定し、

海抜18.5m(現地表下2.5m)前後まで、士層観

察、及び遺構確認を行った。その結果、第4面の

基盤層であるオリーブ黒色(10Y3/1)粘士質シ

ルトは15～20cm程堆積し、以下、オリーブ黒色

（7.5Y3/1)粘土質シルト、オリーブ黒色(7.5Y

－17－
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鋸珂騨津[…蓉一

▲第2面空撮相模川を望む（東から）

▲Ⅱ区第1面（上)、Ⅲ区第4b面（下）空撮（上が北）
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ほうじょうこまちていあと やすとき とぎよりてい

4．鎌倉市北条小町邸跡（泰時・時頼邸）

馬渕和雄

1．所在地鎌倉市雪ノ下一丁目377番7

2．調査主体北条小町邸跡発掘調査団

鎌倉市教育委員会

3．調査担当者馬渕和雄

4．調査目的店舗併用住宅建設にともなう事

前調査

5．調査期間 ’94年12月1日～'95年2月28日

6．調査面積117m2

7．遺跡の立地

鶴岡八幡宮前面の若宮大路東側は、県遺跡台帳

に「北条小町邸跡（泰時・時頼邸)｣ (NQ282)と

して登録されている。この遺跡は西辺を若宮大

路、北辺を横大路、東辺を小町大路に囲まれた一

辺約200mほどの方形区画で、嘉禎二年(1236)

以後、 鎌倉幕府の所在地であった可能性がある

ほか、執権泰時や時頼らの正亭のあった場所とも

いわれている。調査地点はこの区画の一角にあり、

鶴岡八幡宮社頭から50mほど南で、若宮大路東側

に臨む。中世都市鎌倉の中核中の中核に位置する

東といってよい。

この並びはすでに何度か調査されており、木枠

を持つ大路側溝が続くことが確認されている。本

地点の南約100mにある雪ノ下一丁目371番1地点

からは、「一丈伊北太郎跡」「一丈南 くにの

井の四郎入道跡」と書かれた2点の人名木簡が出

土した。これは大路側溝の作事を、幕府が御家人

に命じた担当地点の表示札で、「御家人役」の具

体的資料として注目を集めた（馬渕『北条泰時・

時頼邸跡雪ノ下一丁目371番1地点』鎌倉市教

育委員会1985ほか)。

大路反対側でも側溝の木枠が発見されており、

これによって大路の幅が約33mであることがほぼ

確実となった（馬渕「北条時房・顕時邸跡雪ノ

下一丁目233番9地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急

調査報告書』 3)｡

8．調査の経緯

建築面積117mzのうち店舗部分が65m"，自己用

住宅部分が52m2である。そこで前者を事業者負担

第1図調査地点位置図

による委託調査として発掘調査団が、後者を国庫

補助事業として鎌倉市教育委員会が調査した。そ

れぞれの調査期間については全体を面積比と応分

に分割することとし、前者を'94年12月1日から

'95年1月19日、後者を同年1月20日から2月28

日までとした。また残士の仮置き場を確保するた

め、調査区を両者の面積に応じて二分割した。

9．調査の概要

遺構面は基本的に4枚に分けられる。すべて中

世に属する。どの面も西側には若宮大路側溝が南

北に走り、大路そのものも西壁際に確認できた。

また、東半分は平坦な生活面で、建物や土壌など

が認められる。近世以降の面は後世の削平を受け

て残っておらず、井戸など深い掘方を持つ遺構の

み中世1面において検出した。

1 面海抜8.6m前後にある。建物1棟・土

壌3基・若宮大路側溝を検出。大路側溝は下層の

鎌倉時代のものに比べると、浅く、細い。

1面の年代は南北朝後期以降か。

Ⅱ面海抜8.4m前後。建物5棟・土壌1基・

若宮大路側溝（溝5）ほかを検出。大路側溝はしっ

かりした逆台形の掘方で、幅約3m・深さ70～80

cmの箱型の断面をした木枠をもつ。

－21－
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I 的に催される可能性が高い。

特筆すべきは大路側溝から出た3点の人名木簡

である。これも御家人役を示す貴重な資料で、そ

れぞれ「こけんおぬきの二郎」・「こけんまき

のむくのすけ」・「こけんかわしりの五郎｣とあ

る。さぎに大路側溝から出土した2点の人名木簡

には｢一丈｣の単位が使われており、名前の後につ

けられた「跡」の有無とあわせ、今回のものとの

違いが何に由来するかは今後の課題としたい。

該期には若宮大路が幅33mに拡幅され、大路西

側の側溝に対応する木枠が出現する。この33mと

いう街割りの基本単位は、おそらく泰時の丈尺制

施行を契機とした街区整備にともなうものと推定

される。したがって、面の年代も、丈尺制のおこ

なわれた嘉禄元年（1225）以降、鎌倉時代中期か

ら後期に属するとみてよい。

Ⅳ面海抜8～8.2mほど。中世基盤層の黒

褐色強粘質士上にある。建物4棟・柱穴列1列・

東西溝1条・若宮大路側溝（溝7．8）ほかを検

出。

大路側溝の溝7は溝5．6の下にあり、整った

逆三角形の断面をしている。幅3m以上、深さ2

m近くある大きなもので、木枠はない。一方、溝

8は現況の大路歩道の下に潜り込む位置にあり、

西半部は検出できなかったものの、推定で幅3m

を大きく超えることが予想され、深さは1.7mH

ど、きれいな逆台形の断面を呈し、これも木枠を

持たない。湾7．8とも、層位的にみて泰時以前

の鎌倉時代前期に属しているのは間違いない。両

者の切合い関係は把握できなかったが、位置から

いって溝8のほうが7よりもおそらく古く、鎌倉

時代最初期の大路側溝とみてよい。とすれば、こ

れこそ『吾妻鏡』養和二年（1182）三月十二日条

にみえる「詣往道」（若宮大路）の側溝である可

能性が高い。

したがってこの面は、ほぼ養和二年から嘉禄元

年のあいだに存続していたことになる。

10．まとめ

成果を簡単にまとめると、次のようになる。

一、若宮大路の幅がほぼ確定できた。

一、鎌倉時代初期から中世後期にいたる若宮大

路側溝の変遷がよく把握できた。
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第2図遺構概念図

面の年代は鎌倉時代後期～南北朝前期ごろと考

えたい。

Ⅲ面海抜8.2～8.3mにある。建物1棟・東

西溝1条・若宮大路側溝（溝6）ほかを検出。こ

の大路側溝も整った逆台形の掘方を持つ。掘方は

下端幅約4m・上端幅約5mほどになる大きなも

ので、深さは1mほど。木枠は抜き取られたらし

く、残っていない。

東西溝は大路側溝に流れ込んでおり、先端に取

り付けられた木組みの出水施設は、その形状から

水洗便所であると推定される。これは市内では千

葉地遺跡・諏訪東遺跡に次く．3例目の検出例にな

る。またこの遺構には、廃絶時に土師器が一括投

棄されているが、この点も先の2地点の例と同様

であり、便所遺構などにはこのような儀礼が特徴

－22－
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一、御家人役を表示する人名木簡があらたに3

点出土したことによって、労役負担の実態把握に

より多くの材料が加わった。

一、中世都市の水洗便所の例が得られた。

一、出土遺物の計量分析では、本地点の土師器

比率は約90％（破片数計量）もあり、都市内でも

幕府所在地と推定されるこのような場所では、海

岸砂丘地帯や町場などに比べて、やはり高い数値

を示すことがわかった。

以上であるが、狭い調査であったにもかかわら

ず、豊かな成果が得られたといえる。詳細につい

ては、すでに刊行された報告を参照されたい。
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蟻Ⅱ面東半部平坦面（西から）

Ⅲ面東半部平坦面（西から）

鎌倉時代中期以降若宮大路側溝

（溝5 ．6／南から）
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Ⅳ面東半部平坦面（西から）

Ⅲ面木組出水施設（水洗便所か）

鎌倉時代初期若宮大路側溝（溝8／北から）

若宮大路側溝掘直しの状況（南壁）
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記念講演

古代文字資料の現状について
－古代の相模を中心として－

国立歴史民俗博物館教授平川南

I.墨書土器研究

①共通文字と特殊な字形

古代の集落遺跡から出土する墨書土器は、古代の村落社会を解明する有力な資料である。その

墨書士器の意義を明らかにすることを前提として、墨書土器の字形を中心に分析した結果、

(1)墨書土器の文字は、その種類がきわめて限定され、かつ各地の遺跡で共通して記されてい

る。

(2)共通文字の使用のみならず、墨書土器の字形も各地で類似しているoしかも、本来の文字

が変形したままの字形が広く分布している。

の2点が指摘できる。限定された共通文字は、農民が会得した文字を取捨選択して記したもので

ないことを示している。このような字形を中心とした検討結果からは、集落遺跡の墨書土器は、

古代の村落内の神仏に対する祭祀・儀礼形態を表わし、必ずしも墨書土器が文字の普及のバロメー

ターとは直接的にはなりえるものではない。

②墨書土器と冥界思想

①で指摘した神仏に対する祭祀・儀礼形態は、東日本各地における集落遺跡出土の多文字の墨

書士器が、古代の人々が自らの罪によって冥界に召されることを免れるために必死で土器に御馳

走を盛って供える、いわゆる賄賂（まいない）行為を実施していた姿を伝えたものと理解できる

のである。

Ⅱ、地方社会と文字の習熟度

墨書土器は、そのあり方から、先に指摘したように文字の普及のバロメーターとは直接的にな

りえないとした。この文字の習熟度は墨書土器中の特異な字形「Ⅷ（神奈川県秦野市草山遺跡

など)、集団内の字形変化「へ」「令」（神奈川県綾瀬市宮久保遺跡）などに着目すると、意外

と低かったと判断できそうである。さらに、 その習熟度を計る格好の資料の一つがへラ書き

（焼成前）文字の筆順である。その一例として、島根県玉湯町蛇喰遺跡のへラ書き土器があげら

れよう。その年代は8世紀後半から9世紀前半とされている。

画数の比較的明瞭な「田」または「由」の筆順を模式的に表したのが、下図である。これほど

画数の少なく、使用頻度の高いと考えられる漢字「田」または「由」の文字でさえ、一群の中に

少なくとも四種類の筆順が想定される。いうまでもなく、通常同一人物が数種類の筆順で文字を

記すことはないであろう。この事実は古代地方社会における文字の習熟の問題を象徴的に示して

いるといってよい。

Ⅲ、最新木簡と古代地方社会

近年、全国各地の古代官衙遺跡の発掘調査によって、しだいに古代地方社会の実態が明らかに

なってきた。

そのなかでも、長野県尾代遺跡群から発見された100点余りの木簡は、 7世紀後半から8世紀

前半にかけての郡(評)家を拠点とした地方豪族の支配の実態をきわめて具体的にものがたってい

る。
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図10－2 「合」の字形と参考資料

14

③

④

図7「田」または「由」の筆噸模式図〔島根県玉湯町蛇喰遠跡へラ書き須恵器〕
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やぶねふどうはら

5．横浜市薮根不動原遺跡

横山太郎

された池辺第29遺跡がある。

周辺の遺跡としては、本遺跡の西側の谷を隔て

て広がる台地上に、弥生時代中期～平安時代の集

落跡である「清水場遺跡｣、「宮原遺跡｣、「四枚

畑遺跡｣、弥生時代中期の方形周溝墓53基が検出

された「能見堂遺跡｣、平安時代の火葬蔵骨器5

基が発見された「寅ケ谷遺跡｣がある。また、こ

の西側の台地上に所在する東漸寺境内において、

平安時代末期に位置づけられる青白磁の合子が、

台地南西部では蔵骨器に用いられた12世紀の渥美

焼の四耳壺などが出土している。東漸寺の南方に

ある無量寿福寺の墓地には、「猿渡内匠の墓」と

伝えられる鎌倉期の古い型式の五輪塔が見られる

など、付近には古代末～中世にかけての文化財は

少なくない。

8．調査の経緯

今回調査の対象とされた区域の北側に隣接する

市立都田西小学校の敷地内では昭和53年に発掘調

査が行われており、縄文時代から平安時代までの

遺構・遺物が発見されている。今回の調査地点は

この前回調査区と同一の遺跡と考えられ、同じく

「薮根不動原遺跡」と呼称し、主に道路を中心と

した造成のため現状保存の範囲の多い東半部をA

地区、宅地造成のため掘削対象となる西半部をB

地区とした。

平成7年2月8日から3月29日まで試掘調査を

実施し、縄文時代早期～中期にかけての土器片少

量と、弥生時代中期、平安時代の遺構・遺物が発

見された。本調査は、この結果にもとづいて平成

7年5月10日から着手した。試掘調査において検

出された遺構のうち、現状保存のため本調査範囲

からはずした区域に位置するものについては、プ

ラソの記録のみで埋め戻した。

7月期まではA地区を中心に調査を進め、 8月

期からはB地区に中心を移した。11月下旬からは、

併行して縄文時代を対象とする試掘調査を行い、

縄文時代早期～中期の土器片が出土したが、それ

に伴う遺構は検出されなかった。

1．所在地横浜市都筑区池辺町2469番地・

外

2．調査主体薮根不動原遺跡調査団

S.調査担当者大坪宣雄・横山太郎

4．調査目的池辺町不動原士地区画整理事業

に伴う事前調査

5．調査期間試掘調査平成7年2月8日～

3月29日

本調査平成7年5月10日～

12月28日

6．調査面積18,500m2

7．遺跡の立地

薮根不動原遺跡は、多摩丘陵のほぼ北東端にあ

たる台地上に立地する。この台地は東京都町田市

から南に蛇行する鶴見川が、西から流入する恩田

川と合流し、東へ向きを変えて中流域に入る地点

の北岸に位置する。南を鶴見川によって形成され

た沖積地に、北を南西側から切れ込む小支谷には

さまれた、約70,000m2程度の平坦な台地であり、

標高は25～30mを測る。本遺跡の西側の谷に沿っ

て中原街道が、南側には横浜上麻生線（旧日野往

環）が走り、この2本の街道は西側の佐江戸十字

路で交差している。

台地の北側は緩やかな谷沿いに宅地が広がり、

市立都田西小学校が今回の調査区域に隣接してい

る。今回の調査の対象となった地区は、大部分が

植木畑・野菜畑として利用されており、一部は雑

木林となっていた。

本遺跡は、今回の調査が実施される以前から、

弥生時代後期、及び古代の集落として知られてい

る。北側に隣接する市立都田西小学校の敷地内に

おいて、同じ「薮根不動原遺跡」として横浜市埋

蔵文化財調査委員会により発掘調査が実施されて

おり、報告書が刊行されている。また、本遺跡南

端部分にあたる池辺第28遺跡は遺物散布地として

登録されており、平安時代の瓦塔片が表採で確認

されている。その付近からさらに南の鶴見川方向

に面する崖面には、横穴墓と思われる遺構の確認
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第1図遣＆

B地区のうちの数カ所は、土地使用承諾の取得

が遅れたため調査を実施し得なかった。それらの

地点については、平成8年度以降に調査を継続す

ることとし、平成7年12月28日をもって平成7年

度の調査は終了とした。

9．調査の概要

検出遺構は、以下の通りである。

<A地区＞

平安時代住居跡24軒（うち9軒埋め戻し）

掘立柱建物跡14棟

弥生時代 （宮ノ台期・久ケ原期）

方形周溝墓3基

住居跡16軒（うち1軒埋め戻し）

近・現代兵舎跡1棟

不 明溝8条

井戸1基

士坑12基

<B地区＞

平安時代住居跡19軒

掘立柱建物跡13棟

道路状遺構1条

不明遺構2基

遺跡の位置 (1/25,000）

奈良時代墓擴1基

古墳時代 （鬼高期）

住居跡1軒

弥生時代 （宮ノ台期）

方形周溝墓4基

住居跡11軒

焼士遺構1基

不 明溝4条

焼土遺構2基

掘立柱建物跡のうちには、特殊な性格を有する

可能性のあるものが含まれている。最も注目され

るのは、A地区南西側において検出された大型の

掘立柱建物跡4棟である。

1号掘立柱建物跡は5×4間（約10×8m)の

規模を持ち、 2重の柱の構成が認められる。内側

の柱は3×2間構成で、やや不正確ながら外側の

ものとほぼ柱の並びが揃っており、内側の柱が外

側より若干太い柱穴を持つが、外側のものも柱穴

の径が1m程度あるしっかりしたものである。ま

た、西側に2×2間の張り出し部分がある。

16号掘立柱建物跡は5×3間(約13×10m)､17

号掘立柱建物跡は5×2間(約13×4m)の規模を
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持つ｡ 18号掘立柱建物跡は2×3間（約7×7m)

構成で、 1号掘立柱建物跡と同様、 2重に柱が並

んでいる。内側の柱は、外側より東西方向の柱間

の狭い2×2間（約3×3m)で、南北方向の中

軸のみ一列に揃い、他の柱は外側と内側で互い違

いの関係に並んでいる。これら4棟の主軸方位は、

北から西に10～20。程度の傾きを持つ｡ 16．17号

掘立柱建物跡は東西方向の柱穴がほぼそろって並

んでおり、関連性を持つ建物である可能性がある。

また、 1 ．16号掘立柱建物跡を構成する柱穴のほ

とんどに、柱の抜き取り痕と思われる痕跡が見て

取れた。

出土遺物には、縄文時代の士器・石器、弥生時

代中期後半～後期の土器・石器、古墳時代後期の

士器、奈良・平安時代の土器・鉄製品などがある。

縄文時代の土器は、早期後半の条痕文系士器群、

前期前半の繊維を含む士器群、中期の阿玉台式・

勝坂式土器などが発見された。石器では石鍍・磨

石・石皿がみられる。また、多量の焼石が確認さ

れている。

弥生時代以降の遺物は、全体に後世の削平が深

いこともあって、遺構外の堆積土中からの出土は

少なかった。多くは各時期の住居跡の覆士中から

得られている。

弥生時代の土器は、弥生時代中期後半宮ノ台式

期のものが中心である。甕・壷・台付甕・鉢形士

器などが確認されている。弥生時代後期に属する

と思われるものは少ないが、Y5号住居跡におい

て久ヶ原・弥生町系と思われる壺の破片が出土し

ている。弥生時代の石器としては、扁平片刃石斧、

鑿形石斧などの大陸系磨製石斧がある。

古墳時代の遺構は、後期鬼高式期に属するK1

号住居跡1軒の他には発見されておらず、遺物の

出土も少なかった。該期の出土遺物のほとんどは、

K1号住居跡において発見されたもので、内訳は

土師器坏、甕、甑、須恵器醜である。他に比較的

まとまって出土したのは、弥生時代中期に属する

Y10号住居跡の最上層にあたる黒色士中で、一括

して流れ込んだものらしい。

奈良・平安時代の遺物では、土師器坏・甕、須

恵器坏・甕・長頚瓶、灰釉陶器の碗・Ⅲ・長頚瓶

・小瓶子などが発見された。土師質士器碗、内黒

士器、緑釉陶器なども確認されている。この外に

は刀子・紡錘車・鎌・釘などの鉄製品、鉄津、布

目瓦なども発見されている。特記すべき遺物とし

ては、瓦塔片、底部の内側に花文の刻害された灰

釉陶器碗、墨書土器が発見されている。墨書は土

師器・土師質土器・須恵器坏の体部・底部内側・

底部外側に書かれており、「天」「万」「二」

「林」「太」「在」などが判読できた。他に二文

字のものを含む読み方の判然としないもの、記号

状のものなどが出士している。その他、寺院跡で

使用されることが多い須恵器鉄鉢形土器の出土も

みられるなど、単なる集落跡の枠を越えた遺物の

出土が注目される。

10．まとめ

藪根不動原遺跡は、弥生時代中期後半宮ノ台式

期と、古墳時代後期～奈良・平安時代を中心に展

開を見せる集落遺跡である。

宮ノ台式期の遺構の分布は、本遺跡の立地する

台地の南半部に集中しており、台地北側を中心と

する昭和53年度の調査では該期の遺構・遺物は発

見されなかった（弥生時代後期の住居跡が2軒検

出されている)｡台地南半部には、ほぼまんべん

なく住居跡の分布が見られ、南端部に集中して7

基の方形周溝墓が発見されている。住居跡と方形

周溝墓の重複が見られることから、居住域を変更

しながら数世代にわたって継続した集落であるこ

とがうかがわれる。

本遺跡と西側の谷を隔てた台地上には、この時

期の住居跡100軒以上が存在したと推測され、v

字溝の検出されている「宮原・清水場遺跡」と、

これに隣接して53基の方形周溝墓が発見された

「能見堂遺跡」が所在する。これらは鶴見川水系

の宮ノ台式期に属する拠点的集落の社会構成を知

る上で、重要な資料を提供する遺跡であるが、本

遺跡はこれと同一の集団に所属していた可能性が

考えられる。

弥生時代後期の遺構・遺物はほとんど発見され

ていない。わずかにA地区のY5号住居跡におい

て結節文区画の文様帯と、山形文を持つ、久ヶ原

・弥生町系の壺の破片が出土している。また、朝

光寺原式に属する遺物は今のところ確認されてい

ないが、出土遺物が未整理であるため、今後それ
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遺構や、村落内の富裕層の住居といった可能性も

視野にいれて、今後の課題として見ていきたい。

らの点にも留意しながら検討していく必要がある

だろう。

続く古墳時代前期～中期は、本遺跡においては

遺構・遺物は発見されていない。後期鬼高式期に

至り、台地南西寄りに住居跡1軒が検出される。

検出地点の周辺は未調査の範囲が比較的多いので、

おそらくあと数軒の住居が存在し、小規模な集落

を構成するものと推測される。

8世紀～10世紀頃にかけての遺構は再び増加を

見せる。奈良・平安時代の遺跡としての藪根不動

原遺跡を見た場合、池辺第28遺跡として瓦塔が出

土していることや、昭和53年度の調査で墨書土器

が発見されていることなどで、かねてより注目さ

れていた。また、本遺跡の西側を走る中原街道沿

いには、平安末期から鎌倉期にかけての寺院や墳

墓群が存在することを推測させる遺物が点々と出

土しており、この地域に高い文化を享受できる在

地勢力の存在した可能性が指摘されている。本遺

跡においても、前項で触れたように瓦塔、浄瓶、

鉄鉢形土器など寺院との関わりをうかがわせる遺

物が散見される。それをもってただちに、本遺跡

のA地区で発見された大型の掘立柱建物を「村落

内寺院」とすることはできないが、その候補とし

て検討することはできるだろう。あわせて、官衙
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薮根不動原遺跡B地区（上空から）

1 ．16．17号掘寸柱建物跡
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さわざま

6．平塚市沢狭遺跡

戸田哲也・小林義典・香川達郎

1 ．所在地平塚市南金目字沢狭1259番1外

2．調査主体金目郵便局建設用地内遺跡発掘

調査団

3．調査担当者戸田哲也

4．調査目的金目郵便局庁舎新築に伴う事前

調査

5．調査期間平成7年7月29日～平成8年3

月29日

6．調査面積2,280m2

7．遺跡の立地

遺跡は秦野市と伊勢原市に近接する平塚市北西

部に位置する｡ JR平塚駅より北西方向に約8km｡

地形的には、丹沢山地に源を発する金目川、善

波川、鈴川等の河川によって形成された沖積平野

や微高地のうち、金目川によって形成された扇状

地上に立地する。現地での標高は約18mを測る。

周辺の主な遺跡を挙げると、北金目台地では本

遺跡から西約1.9kmに王子台遺跡、同じく西約2.5

kmに砂田台遺跡等があり、弥生中期～古墳時代に

かけての大集落が存在する。また、西約2.5kmに

6世紀代の二子塚古墳がある。

善波川を遡ると、北西約2.4kmには弥生中期か

ら平安時代初期まで701軒の住居趾を検出した根

丸島遺跡、北西約3.0kmに5世紀から6世紀にか

け5基の古墳が検出された上坂東古墳群、同3.5

kmには古墳前期の玉造工房趾が発見された久門寺

遺跡がある。

鈴川流域では北北西約4.1kmに三の宮古墳群な

ど多くの古墳が点在する。

8．調査の経緯

今回の調査は金目郵便局新庁舎建設にともない

実施された発掘調査である。本調査に先立ち神奈

川県教育委員会による範囲確認調査が行われ、そ

の結果を受けて調査団は事業区域のうち、庁舎部

分に当たる2,280m2について本格調査を行うこと

となった。

9．調査の概要

今回の調査によって発見された遺構・遺物は弥

生時代中期から近世に及んでいる。

以下、発見された遺構・遺物について記する。

＜弥生時代中期＞

－遺物一須和田式期壺型土器

く弥生時代後期＞

－遺構一溝状遺構2ヶ所旧河道跡1ヶ所

一遺物一士器、木製品等

く古墳時代前期＞

一遺構一遺物集中祭祀遺構1ヶ所

一遺物一土師器（高坏、器台、増等）

鹿角製釣針等

く古墳時代中期＞

一遺構一遺物集中祭祀遺構3ケ所溝状遺構3ケ

所杭列木材集中区1ヶ所

一遺物一土師器（高坏、甕、壷等）、手裡土器、

須恵器（坏等)、石製模造品（有孔円板、

剣、勾玉、臼玉)、鉄鍍、鉄製鍬(鋤)先、

杭等木製品

く古墳時代後期＞

－遺構一遺物集中祭祀遺構5ヶ所

旧河道跡1ヶ所

一遺物一土師器（高坏、坏等)、須恵器、木製品、

馬歯

く奈良・平安時代＞

－遺構一畦畔1ヶ所

一遺物一土師器等

く近 世＞

－遺構一水田趾杭列

一遺物一杭、瀬戸播鉢等

土居は沖積地特有の粘質士、シルト質士、砂質

士からなる。堆積は厚く、現地表面から弥生中期

遺物包含層までの深度は約3mを測るo

基本土居(第2図参照)はI層が灰色シルトー粘

質士で中世～近世に比定される士層であり、宝永

スコリア層前後に乾田層が堆積する。また、同ス

コリア直下には金目川の氾濫に伴う砂礫層が確認

された。Ⅱ層は灰色粘質士で脱色スコリアを多く

含む層であり、奈良・平安時代に比定言れる土居
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いたことから、 5世紀中葉～末葉以前の所産であ

ると考えられる。

古墳時代後期(Ⅲa層)では遺物集中祭祀遺構が

5ヶ所検出された｡ 2号遺物集中は東西方向に延

びを持ち、幅1m～3m，長さ約20mを測る凹地

に遺物が検出された。出土遺物は士師器を主体と

するが、高坏の出土比率が高く、器面に漆を塗布

した坏、漆ぬりの短甲木製品、馬歯等が出土して

おり祭祀遺構と推定した。

10．まとめ

今回の調査では、弥生時代中期から近世に至る

遺構・遺物が検出されたが、なかでも古墳時代の

遺物集中祭祀遺構の発見は神奈川県内では調査例

が少なく、貴重な資料を得ることができた。

遺跡の立地環境から、当初より水田趾等の生産

遺構の存在を想定しつつ調査を行った。その結果、

具体的な遺構としては近世の水田趾や奈良・平安

時代の畦畔等が検出されたが、古墳時代の遺物集

中祭祀遺構も近年注目されている水場祭祀の場と

して、集落に関わる社会生活全般の諸問題を考え

る上で重要な資料となっていくものと思われる。

である。Ⅲ層は古墳時代に比定される土居で後期

包含層をⅢa層、中期をⅢb層、前期をⅢc層と

した。Ⅲb層は灰色粘質土(Ⅲb－①層)と黒色粘

質士(Ⅲb－②層)に分層される。Ⅲc層は灰色～

青灰色を呈すシルト質士で層下半には白色パミス

が少量含まれる。Ⅳ層はスコリア層(Ⅳa層)と青

灰色砂質土(Ⅳb層)に分層されるoV層は青灰色

シルト質士層である。なお、各層とも更に細分が

可能である。以下、主な遺構・遺物の概要を述べ

る。

弥生時代中期(V層)では須和田式期の完形壺形

土器が単独で出土した。本遺跡内では最も古い時

期の遺物である。

弥生時代後期(Ⅳ層)では調査区中央に東一西方

向の延びをもち最大幅10m，深さ2m以上(それ以

深は河床礫）の規模をもつ旧河道跡が検出された。

現在、本遺跡の南0.5kmを流れる金目川は、近世

の新田開発に伴って人為的に流路を変えたとされ、

本趾は当該期の旧金目川あるいは支流であると考

えられる。因に本遺跡内では、古墳時代後期の金

目川あるいはその支流と考えられる旧河道跡が調

査区北端を南西一北東方面に検出されている。

古墳時代前期(Ⅲc層)には遺物集中祭祀遺構が

1ヶ所検出された(8号遺物集中)。この集中部の

規模は長軸で約5.5m、短軸で約3．5mを測る。

遺物は壺形士器を主体とするが、 1個体ではある

が庄内式の甕も含まれている。

古墳時代中期(Ⅲb層)には遺物集中祭祀遺構が

3ヶ所検出された。6号遺物集中は6m×6m，

7号遺物集中は4m×4m、9号遺物集中は東西

方向に長軸を持ち5m×3mの規模を有する。こ

れら遺物集中祭祀遺構は黒色粘土層(Ⅲb－②層）

の上面に分布していた。このうち6号遺物集中は

遣存状態が最も良好で、土師器の坏、高坏、壷、

須恵器坏等の完形品が整然と積み重なった状態が

数ヶ所で看取された。土師器、須恵器とともに滑

石製模造品（有孔円板・勾玉・臼玉等)、鉄鍍、

U字形鍬(鋤)先等が検出され、滑石製模造品のう

ち臼玉は3ヶ所合計で2,000個近くを数え､,特筆

される。

なお、調査中発掘区の東壁で東西方向に走る断

層が検出されたが、Ⅲb－②層まで立ち上がって
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遺跡遠景（北より）

古墳時代中期遺物集中祭祀遺構弥生中期土器出土状態

同週物集中祭祀退構（接写）同石製遺物出土状態
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はねお

7．小田原市羽根尾横穴墓群

田村良照

1．所在地小田原市羽根尾谷津291他

2．調査主体羽根尾工業団地内遺跡調査団

（団長戸田哲也）

3．調査担当者田村良照・牧野健一

4．調査目的区画整理事業に伴う事前調査

5．調査期間平成6年8月22日～平成7年

3月12日、平成7年10月6日

～平成8年3月31日

6．調査面積4,270m2

7．遺跡の位置

遺跡は、東海道本線国府津駅より北東約1.6km

の距離にあり、地勢的には、大磯丘陵の西縁部を

占める国府津山の北東側丘陵部およびその東側に

続く中村原面と呼称される低台地の一端、旧橘地

区に位置する。

平成4年に始まった調査は現在、第4期目を迎

え、これまでに丘陵部で古墳時代後期の横穴墓5

群34基を調査し、低台地部では中世集落跡、古墳

時代前期の木製品多数を含む遺物包含層を調査し

さらに試掘調査で縄文時代前期の植物遣存体を包

含する泥炭層、平安時代後期の集落跡の一部など

が確認されている。

このように本遺跡は縄文時代前期から中世にい

たる複合遺跡であるが、今回はその中で古墳時代

後期の横穴墓群の概要を報告する。

また、周辺の遺跡には、本遺跡の南東約130m

の近距離に弥生時代中期の集落跡から烏形土器を

出土した羽根尾堰ノ上遺跡（杉山1986）が所在し

ている。

8．調査の経緯

小田原市では、東部の羽根尾、中村原にかけて

の旧橘地区に工業団地建設の事業が計画され、そ

れによって破壊される周知遺跡を主要対象とした

埋蔵文化財調査が実施される運びとなった。

開発区域内には、丘陵部に数箇所の横穴墓群の

分布が知られ、また低台地部でも遺物の散布が確

認されており、それらはすでに小田原市埋蔵文化

財地図にマークされていた。しかし、その実体は

ほとんど不明に近いところから、調査はまず、開

発区域内における遺跡の内容把握から着手され、

第1期調査では全域の踏査、第Ⅱ期調査では低台

地部の試掘調査を行い、本格調査に向けての詳細

なデータ収集に努めた。次いで、第Ⅲ期で横穴墓

群、第Ⅳ期に横穴墓群と低台地部の本格調査に移

"JI
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天井部の崩落したと見られる11号墓からは完形土

器数点が埋葬当時の状況を留めたかたちで出土し

た。その他に、須恵器・土師器・直刀・鉄雛・装

身具などがあげられる。これらの副葬品より本群

は6世紀末～7世紀後半にかけて形成されたもの

と推定される。

C横穴墓群（穴口横穴墓群）

上段4基、中段4基、下段5基、さらに最下段

1基の4支群14基で構成される。分布的には、B

支群と同じ谷戸の最奥部に位置し、上段に行くほ

ど奥部に形成されている。

各支群はそれぞれに広い前庭部をもち、特に、

下段と最下段には各横穴墓にいたる階段状施設と

谷戸から登って来るための墓道が存在し、また、

下段と中段を結ぶ階段も検出された。すなわち、

これらの階段状施設と墓道は当時の人々がどの様

なルートで横穴墓に到ったかを示すと同時に、各

支群、横穴墓相互の関係をもつぶさに示している

ものと考えられる。

次に埋葬施設について見ると、上段1～4号墓

はいずれも奥壁・側壁・天井の独立したアーチ形

を呈し、加えて、羨門部に共通した特徴が見られ

るなど、最も後出的要素を備えている。一方、中

段5～8号墓は上段と同様に、側壁が直線的で玄

室と羨門の区別がつかない玄室平面形をもつが、

天井部はアーチ形、ドーム形とアーチ形の折衷形

態の2種類が存在し、上段よりも古式の様相を備

えている。下段9～12号墓および最下段の14号墓

は玄室と羨道が僅かに区別され、天井部はドーム

形、アーチ形、両者の折衷形態の3種類が認めら

れ、中段よりも一層古式の様相が伺える。ちなみ

に、13号墓はミニ横穴墓である。

以上のように、本群は分布、玄室形態および外

部施設の在り方といった諸要素を検討すると、谷

戸口に近い最下段から掘削を開始し、次第に奥部

に展開して、最終的に上段支群に到ったものと考

えられる。また、このような推考は副葬品からも

検証し得る。なお、 8．11号墓には線刻壁画が描

かれている。

副葬品は、須恵器・土師器・直刀・鉄鍍、装身

具などが出士し、下段前庭部からは銀装太刀の鞘

尻が出土した。本群はこれらの副葬品より7世紀

行した。

9．調査の概要

羽根尾地域の横穴墓群は、すでに小田原市教育

委員会によって5箇所の分布が確認され、小田原

市史（杉山1994）にそれぞれ字名を冠して掲載さ

れている。しかし、それらは比較的狭い地域にま

とまっていることから、本格調査では全体を羽根

尾横穴墓群として捉え、その上で各々をA～E横

穴墓群と便宜的に命名した。なお、名称の混乱を

回避する都合上、ここに小田原市史に示された名

称を（ ）内に明記しておくことにする。

A横穴墓群（谷津横穴墓群東側）

丘陵の東側斜面に3基が不規則に分布し、その

中の2基が新発見の横穴墓である。また、2号墓

とした横穴墓は、羨道まで掘削したのち放棄され

た未完成の横穴墓である。構造的には隅丸長方形

ドーム天井の玄室に羨道が付く、比較的古式のタ

イプで構成されている。

副葬品は、 1号墓前庭部より7世紀前半の土師

器坏1点と、1 ．2号墓玄室内から鉄鍍・直刀の

破片、装身具などが出土しただけである。

本群は副葬品・構造などから6世紀～7世紀前

半に形成されたものと推定される。

B横穴墓群（谷津横穴墓群西側）

上段5基、下段6基の2支群11基で構成され

る。丘陵基部に近い標高約50m付近に1～5号墓

と命名した5基が横一線に並び、それに連なるよ
q

うに6～11号墓とした下段支群6基が丘陵先端ま

で標高40m付近にほぼ等間隔に横一線に分布す

る。

構造的には、1 ．5．10号墓は側壁が緩くカー

ブする半裁徳利形・ドーム天井を呈し、さらに3

・11号墓は奥壁・側壁・天井の独立したいわゆる

アーチ形の新しいタイプの横穴墓である。つまり、

両支群を比較すれば、どちらにも新・古式タイプ

の横穴墓は存在するものの、上段は比較的古式タ

イプが多いのに対し、下段はより新しいタイプで

構成される傾向が看取され、B横穴墓群全体とし

ては、丘陵基部から先端部に向かって造墓された

ものと推測することが出来る。

副葬品には、1 ．5号墓からTK209型式に比

定される須恵器坏身が出土し、また、早い時期に
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中葉～8世紀前葉に形成されたものと推定される。

D横穴墓群

本群は新発見の横穴墓群であり、したがって小

田原市史には掲載されていないo 2基を調査した

が、隣接する北側の緑地保存地区にまだ数基存在

することが確実と見られている。

構造的にはともに、隅丸長方形の玄室に羨道の

付く古式タイプであり、 1号墓からTK209型式

に比定される須恵器坏身、提瓶が出土し、また2

号墓からはTK209型式に比定される須恵器坏身、

提瓶・平瓶などの土器と、直刀・鉄鍍・装身具な

どが出土した。また、両者とも北宋銭やかわらけ

を伴っており、中世に開口していたことは明らか

である。

本群の形成時期は6世紀末～7世紀前半と考え

られる。

E横穴墓群（羽根尾横穴墓群）

羽根尾地域で最大規模の横穴墓群であり、既開

口のものだけでも33基が確認されているが、実体

は50基に近い規模と考えられる。今回は開発範囲

で4基の調査にとどまり、その他は史跡保存され

る予定である。調査された4基の内訳は3基が既

存の横穴墓、 1基が新発見の横穴墓である。

1号墓は標高45mに単独に存在し、楕円形の玄

室にドーム形天井を呈するo 2～4号墓は1段低

い標高43m付近に等間隔に横一線に並び、広い前

庭部を共有する。いずれもアーチ形構造を呈し、

羨門部にC群上段支群と同様の特徴をもつ。また、

1号墓羨門部床面と2号墓天井の間に貫通孔が生

じていた。

副葬品は2～4号墓から8世紀中葉に比定され

る完形の相模型坏が1点づつ出土しただけである。

本群の形成時期は1号墓が形態的特徴より7世

紀前葉、 2～4号墓が8世紀前葉と推定される。

10．まとめ

羽根尾横穴墓群は、県下で最も数多くの横穴墓

分布が知られる大磯丘陵にあっても、規模・密集

度に於いて屈指のものであり、得られた資料も実

に多岐にわたる。

まず、全体の様相から造墓活動の在り方が辿れ、

特に、一つの谷戸を共有するA～C群に於いては

構造・附帯施設・出土遺物の検討によってつぶさ

にすることが可能と考えられる。また、D群の北

側には本地区で最も古式の家形横穴墓が開口する

別の一群が存在し、E群の西方にも人物線刻画の

描かれた「つくだ横穴墓群｣、さらに、D群の分

布する丘陵先端部には古式タイプで占められる

「才ノ神横穴墓群」が存在しており、前二者は今

後調査予定にあることから、地域全体の様相が次

第に明らかにされるものと思われる。

次に注目されるのは、A群1号墓。B群7号墓。

C群前庭部．E群4号墓などで検出された薄い火

山灰層である。現時点では延暦年間の富士火山灰

に比定されるという見解が有力であり、今後の分

析結果如何では、墓前祭祀の終焉、盗掘開始時期

などが明らかになると期待される。

その他にも、同時期の集落趾との関係、横穴墓

の構造と附帯施設、副葬品などといった問題を、

今後追加される調査成果を踏まえて、多角的に検

討していきたいと考えている。

参考文献

杉山博久1986 ｢羽根尾堰ノ上遺跡」

小田原市教育委員会

｢小田原市史」史料編原始・古代。杉山博久1995

中世I 小田原市
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8．三浦市赤坂遺跡

中村 勉

おける耕地の劣化を「天地返し」によって土壌改

良する工事などがある。とりわけ「天地返し」は

農民にとっても作物の収穫という死活問題を抱え

ており、文化財保護と生活権との間で行政側はそ

の対応に苦慮している。

9．調査の概要

15次までの調査によって、赤坂遺跡が旧石器時

代から古墳時代にかけての複合遺跡であることが

わかった。旧石器時代に関するものとしては第12

次調査がある。この調査によって赤坂遺跡の上限

を約15,000年前まで引き上げることができた。縄

文草創期としては、第1次調査および第11次調査

でいずれも弥生時代住居の覆土中であったが、有

舌尖頭器および尖頭器を検出している。縄文時代

の士器として、早期・中期の士器片が数は少ない

が出土している。古墳時代のものとして、五領期

に比定される住居を第14次調査において検出する

ことができた。今回の発表は各時代にわたる成果

のうち、もっとも量的にまた質的にも突出した内

容をもつ弥生時代について若干の説明を行うこと

にする。

＜遺 構＞

赤坂遺跡からは現在までのところ107軒の住居、

5基の方形周溝墓、22条の溝状遺構が検出されて

いる。住居は宮ノ台期のものが28軒、久ケ原期の

ものが78軒、五領期のものが1軒ある。このこと

から赤坂遺跡は、弥生時代中期後半から古墳時代

前期にかけ継続的に集落が営まれていたであろう

ことがわかる。住居は台地全面にみられ、一部谷

間にもつくられている。時期的にみるならば、宮

ノ台期の住居は台地の中央から北に延びる小台地

に多く、久ケ原期のものは中央から南および北西

にむかって突き出た小台地に多くみられる。住居

の規模として、第1次調査および第6次調査にお

いて長軸14mを超える巨大住居が2例検出されて

いる。この巨大住居は距離にしてわずか24mほど

しか離れてはいない。時期的に第6次調査例が古

いことが出土した土器によってわかる。

1 ．所在地三浦市初声町三戸ハタおよび下

宮田字赤坂

2．調査主体赤坂遺跡調査団(団長岡本勇）

3．調査担当者中村勉・諸橋千鶴子

4．調査目的遺跡範囲内における住宅建設お

よび土壌改良に伴う調査

5．調査期間昭和52年に本格的調査を開始し

平成8年8月現在で16次を数え

る

6．調査面積延べ約7,000mz

7．遺跡の立地

遺跡は京浜急行三崎口駅より南西約250mほど

の位置にある。三崎海蝕台地上にある。この台地

は面積約70,000m2余をもち、台地全面にわたって

遺物の散布をみる。台地の標高は約50m，南から

北にかけての勾配をもつ。台地は4つの谷によっ

てミツバ状となっている。谷と台地との標高差は

約30mあり、急峻な崖は天然の要塞となっている。

台地からの眺めはよく、西に相模湾をはじめ伊豆

半島・富士山・江ノ島などが展望できる。

台地から約1.5km西に縄文早期の標式土器を出

土する三戸遺跡や、古墳時代中期の子持勾玉を出

土する三戸祭祀遺跡また光照寺裏古墳群などがあ

る。弥生時代に関しては、1988年から1989年にか

けて実施した三戸・小網代地区詳細分布調査の結

果がある。赤坂遺跡を中心とした半径1km以内に

は、弥生時代後期を中心としたがんだ畑・旧園芸

試験場・釜田・出口南遺跡などがあり、これらの

遺跡が時期的・距離的に赤坂遺跡と強く結びつい

ていたであろうことが予想されるようになった。

三浦市西部の弥生集落の展開を考えるうえで、今

後赤坂遺跡とその周辺遺跡との関係を具体的に明

らかにする必要がある。

8．調査の経緯

赤坂遺跡の調査には様々な原因がある。一つに

は京浜急行の延伸によって従来農業地域であった

ものが急速に市街地化していくなかでの住宅建設

および土地区画工事、さらには農業の周年栽培に
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巨大住居の北側に方形周溝墓が発見された。 3

基の方形周溝墓はいずれも宮ノ台期のものであっ

た。1号はサブソイラーの破壊をうけ規模は不明。

2号は東西16.5m、南北16mの規模、溝の最大幅

は2.4m、深さはlmを超える。3号は東西17.2

m、南北17mほどの規模をもつ。中央部に主体部

（長軸2.7m、短軸1.5m)を認めた。方形周溝墓

からは完形に近い5個の壺形土器を検出した。そ

のうち3個は胴中央部に穿孔が施され、他の1個

の点でひる畑例が25mを超えるものに対し、平均

16mクラスで巨大とはいえないものの大型の部類

にはいるものと考えられる。

＜遺 物＞

土器は須和田式土器・宮ノ台式土器．久ケ原式

土器・五領式土器と、弥生時代中期から古墳時代

前期にかけての土器群を概観することができる。

須和田式土器は、第6次・第12次の調査で確認さ

れた。この分布範囲は、巨大住居と方形周溝墓と

の中間的な位置にある。また宮ノ台期の古手に属

する深鉢形土器内面に鎖状文をもつ土器もこの付

近を中心に出土している。土器の面からみるかぎ

り、この巨大住居周辺が赤坂遺跡の原点と考える

こともできる。宮ノ台式土器の中には、橋口尚武

氏の提唱する三宅式土器の特徴である胴部沈線文

をもつ土器もある。弥生時代後期の土器の中には

タタキ目をもつ土器、網目撚糸文をもつ土器、櫛

描波状文をもつ土器など外来的な要素をもつ土器

も出土している。古墳時代初頭においては受け口

口辺をもつ土器も出土しており、土器の内容はき

わめて多様である。

土製品としては円盤・士玉・管状士錘などがあ

る。とりわけ土製円盤は有孔・無孔ともに数多く

出土している。

には女陰のマ クが刻されていた。

この地点からさらに100m南側に2基の方形周

溝墓を確認している。残念ながら調査範囲の都合

でその規模は不明であった。溝底より10cm浮いた

位置に3個の壺形土器を出土している。いずれも

宮ノ台期のものであった。壺形土器にみる特徴か

ら、南側の周溝墓の方が新しい時期のものと考え

られる。

三浦半島内で長軸10m以上の規模をもつ住居は、

横須賀市佐原泉遺跡で2軒、赤坂遺跡で3軒、合

計5軒を数えるのみである。規模の点で15m以上

をもつものは、弥生中期においては横浜市三殿台

遺跡306B住と赤坂遺跡の2例にすぎない。また、

宮ノ台期の方形周溝墓としては、三浦半島内では

横須賀市ひる畑遺跡に次いで2例目となる。規模

第1次調査5a号住居
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＜その他の遺物＞

第10次調査8号住より炭化した布片を発見して

いる。麻布と思われるが詳細は今後の課題として

おく。

10．まとめ

赤坂遺跡は遺構の規模および出土遺物の量また

内容の点で、三浦半島を代表する弥生集落である

ことはまちがいない。以下、赤坂遺跡の特徴を列

記し、併せて今後の課題について指摘しておく。

(1)巨大住居をもつ集落であり、方形周溝墓の規

模も住居と対応するかのどとく大型である。

(2)巨大住居が遺構の点で数が少ないように、遺

物の面でも特殊なものが多い。青銅製品をはじめ、

磨製石剣を一つの遺跡で4点出土する例もない。

(3)この集落の経済的基盤に水稲耕作をあげるこ

とは、出土する炭化米などから裏づけられること

ではある。しかし住居内に残された石鍍とシカ・

イノシシの骨や歯、また骨製ヤスと管状士錘と魚

骨・魚歯などをみれば、その基盤は狩猟や漁携な

ども組み込んだ内容であったことがうかがわれる。

(4)数は少ないが土器や有鉤銅釧などの特徴に、

駿河湾から相模湾までの範囲における類似性を認

めることができる。赤坂遺跡の地理的位置をみれ

ば、相模湾との関係が漁携などを通じ、強固なも

のであったことが考えられる。その点で橋口尚武

氏の「三宅式土器」の存在は別にしても、伊豆と

三浦半島の関係を海を通して考えることは重要な

視点であろう。

(5)赤坂遺跡は周辺の遺跡と関連をもちながら、

拠点集落の位置を少なくとも弥生後期までは持ち

続けていたことが、住居の配置・遺物の面でもわ

かる。しかし古墳時代に入ると急速に住居数は減

少し、以降集落としての遺構を検出することはで

きてはいない。わずかに表採という形で、須恵器

片が発見されるのみである。

今後の課題としてv赤坂遺跡の集落がいつどの

ように解体していったのかを明らかにすることで

ある。また弥生時代における海蝕洞穴との関係を

どうとらえるのかという二つの大きな課題がある。

今後は遺物を整理しながらさらに細かな分析を行

い、赤坂遺跡の意義をより深化させていきたい。

石器は所謂大陸系磨製石器群を多くみる。とり

わけ小型扁平片刃石斧の数が未製品を含め多い。

太型蛤刃石斧は8例ほど確認されている。扶入石

斧は採集品が1例ある。石鍍は有孔磨製石鍍が3

点、打製のものが16点ある。特筆すべきものとし

て磨製石剣がある。現在までのところ4点出士し

ている。出土地点は住居からのものが3点、方形

周溝墓から1点出土している。また大型の凹石が

8点出土している。いずれも30cm以上のもので、

第14次のものは両性具有の形態をもつ特殊なもの

であった。

＜金属器＞

鉄製品として板状鉄斧が2例、短剣形鉄剣1振、

青銅製品として銅環4，銅鍍1、有鉤銅釧1，銅

釧6などがある。金属器はいずれも後期に属する

住居から出士している。三浦半島内でこれだけ多

くの青銅製品を出土する遺跡はない。

＜装飾品＞

ガラス小玉10点、大小勾玉11点、管玉4点など

がある。ガラス小玉はいずれも薄いブルーの色を

もち、直径4mm～2mmと小さい。勾玉は蒻翠製の

ものが2点、滑石製のものが6点、細粒凝灰岩製

1点、土製勾玉2点となっている。いずれも住居

からの出土。とりわけ細粒凝灰岩のものは頭部を

欠損しているが推定で7cmほどあり、勾玉として

は大型に属する。管玉はいずれも滑石製で最小は

直径2mm，最大は直径7mmほどである。なお、第

8次調査で住居内にある貝層中からベソケイ貝製

の貝輪・骨製カソザシがそれぞれ出土している。

＜骨角器＞

骨製のヤス2点が第1次・第15次の調査で出土

している。第1次のものはかえしのあるもの、第

15次のものは針状のもの。また同じく第15次の包

含層より鯨骨製と思われる尖頭器（ヤス？） 1点

が出土している。

＜自然遺物＞

穀類として炭化米が、またモモ・クルミなどの

炭化種子がある。動物のものとして、シカ・イノ

シシおよび魚骨・魚歯がある。また貝類としてア

ワビ・サザエ・カキ・バテイラ・ハマグリ・スガ

イ・サラガイ・タマキガイなどが検出されている。
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表1 調査成果表

－4卜

次数 調査・調査の年 調査地点 調査者と団体 調査面積 主要遺構 主要遺物

一 1987年(明治30） 飯森台 佐藤伝蔵・金沢悌次郎

－ 1929年(昭和4） 赤坂(御用邸道路） 赤星直忠

q■■■■■

雛菫撫調
｡

ハタ242-1 川上久夫・岡本勇 鉄斧

－ 1966年(昭和41） ハタ242-1(学術） 岡本勇
立教大学

住居15軒 有舌尖頭器器・銅環

■■■■■■ 1976年(昭和51） ハタ320-2(天地返し） 神奈川県教育委員会 住居2軒

－ 1977年(昭和52) ハタ246-3(宅地造成） 横須賀考古学会 溝1条

1 1977年(昭和52) ハタ320-1(範囲確認） 横須賀考古学会 約800m2 住居9軒
(巨大住居1軒）
溝4条

マイクロコア・骨製ヤス
勾玉2 ．有孔磨製石鍛2
ミニチュア土器l1
管状土錘・凹石

2 1985年(昭和60) ハタ230-1(店舗） 横須賀考古学会 約200m2 住居5軒・溝3条

3
搦漁聿剖

下宮田482
(土地区画整理）

赤坂遺跡調査団 約680m2 住居4軒・溝6条 石剣
小型磨製石器未製品

4 1989年(平成1） 大原6－1(店舗） 赤坂遺跡調査団 約100
2

溝1条

5 1990年(平成2) 下宮田478-1
ハタ71～73．232～234
235－1．241－1 ．242－1
243．245－1．247－1．248
～253．255．256．257－1

１
１
１

’
’
一

０
５
９

６
６
６

２
２
２

●
●

●

１
３
１

一
一
一

９
４
８

５
６
６

２
２
２

●
●１

１
４

一
一
一

８
３
６

５
６
６

２
２
２
272．273－2．276－1．3．4
277－2．278．279．282-1
284～286．287－2．288

318．319-1 (確認）

赤坂遺跡調査団 約320m2

6 1991年(平成3) ハタ285 （確認）
ハタ319-1

赤坂遺跡調査団 約400m2 住居3軒
(巨大住居1）

7 1992年(平成4） ハタ320-2(確認） 赤坂遺跡調査団 約100m2 住居1軒 ミニチュア土器

8 1992年(平成4) 下宮田481.483-1
(駐車場）

赤坂遺跡調査団 約1000m
2

住居7軒・貝塚 骨製カンザシ・貝輪
管状土錘3、凹石

9 1992年(平成4) 丈しが久保71(宅地造成） 赤坂遺跡調査団 約360m
2

住居5軒 凹石

10 1993年(平成5） 三戸237-1（天地返し） 赤坂遺跡調査団 約400m2 住居21軒
溝1条

短剣形鉄剣・銅環3
管玉・石剣・勾玉3
ガラス小玉2 ．布片

11 1993年(平成5) ハタ245-1（天地返し） 赤坂遺跡調査団 約350m2 住居16軒・溝4条 鉄斧・ガラス小玉2
炭化米・尖頭器。凹石

12 1994年(平成6) ハタ311(天地返し） 赤坂遺跡調査団 約520m2 住居2軒
方形周溝墓3基

勾玉・管玉
旧石器類多数

13 1994年(平成6） ハタ284．285．286(確認） 赤坂遺跡調査団 約350m2 ガラス小玉・凹石

14 1995年(平成7) ハタ260-3(宅地造成） 赤坂遺跡調査団 約1195m2 住居25軒
方形周溝墓2基

石剣・銅鍍・勾玉3

ガラス小玉2 ．凹石

15 1996年(平成8） ハタ284（農地造成） 赤坂遺跡調査団 約900m2 住居10軒
溝1条

勾玉・管玉2．銅釧3
管状土錘5
ガラス小玉3
ミニチュア土器
有孔磨製石錐
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9．津久井町青根馬渡遺跡群NO4遺跡

河野喜映・池田 治

第1図遺跡位置図（1/25,000）

撹乱等により、側柱3間分が確認されただけであ

る。他の2棟と同じ東西棟と考えられる。

道状遺構がB・C。，。G区で4条発見された

が、G区のものは硬化面をもたない溝状の遺構で

ある。また、道状遺構を切る円形士坑も発見され

ている。

D区北西部では、江戸時代後期「文化・文政」

期の紀年銘をもつ墓石群がまとめて置かれていて、

その近くで円形の墓擴が5基発見された。いずれ

もかつて改葬されたものである。

近代まで下ると思われる遺構に、配石士坑と配

石遺構がある。前者は馬を埋葬したもので、 2基

並んでいた。後者は地表に露出していたものであ

るが、周辺の表士層からは近世以降の陶磁器片が

出士している。

中 世長方形の士坑が1基発見されたが、

近世まで下る可能性もある。遺物はない。

古 代士坑5基とピット、道状遺構が発見

された。士坑はA・，。F区に散在し、A区南端

でピット群とともに2基存在する他は、いずれも

単独である。F区にあるものは覆土に木炭が含ま

れ、炭窯（伏窯）と考えられる。

道状遺構はC区で2条発見されたが、いずれも

削平されているため、長さは短い。

1．所在地津久井郡津久井町青根字馬渡

1,610-1他

2．調査主体（財)かながわ考古学財団

3．調査担当者河野喜映・池田治

4．調査目的建設省宮ケ瀬ダム道志導水路建

設に伴う事前調査

5．調査期間平成7年4月4日～平成8年3

月28日

6．調査面積約3,800m2

7．遺跡の立地

青根馬渡遺跡群は、相模川の支流である道志川

によって形成された河岸段丘上に展開する。周辺

の地形は、道志川左岸では急峻な山がせまり、川

沿いは切り立った崖となっている所がほとんどで

あるのに対して、右岸では4段の段丘が形成され

ていて、各段丘上は比較的緩やかな傾斜の地形と

なっている（図1)｡

NO4遺跡は、道志川右岸の最も低位の段丘と下

から2番目の段丘上にかけて所在し、蛇行する道

志川へ突出する半島状の地形に立地している。現

在は、道志ダムでせき止められた人造湖である奥

相模湖に面している。遺跡地の南側は上位段丘と

の間を画する急斜面となっていて、それ以外の三

方は道志川によって侵食された崖となっている。

遺跡内はおおむね北へ向かって下がる緩やかな

斜面となっていたが、西半分はかつての水田造成

によって雛段状になっている部分もあった。標高

は、320m～340mほどである。

8．調査の概要

調査対象範囲は、半島状の段丘の縁に沿った逆

V字形の部分である。調査を進めるにあたって、

地形に従って便宜的に、調査区をA～G区に分割

した（図2)｡

近世以降掘立柱建物趾がF区で3棟発見され

た。柱穴は方形を基調とし、残っている掘り込み

は浅いo 2棟は東西棟で1間×2間分が確認され

ているが、撹乱されていたり調査区外へ続く部分

があるため、これより長い可能性もある。1棟は

－5卜



るものは少なく、掘り込み内に焼土を伴うものは

無い。

中期の遺構は、落とし穴状士坑、炉吐、焼土趾、

配石、集石・礫群などがある。遺構の分布は早期

の遺構分布とほぼ同じであり、B区からA区北半

およびD区に広がる。落とし穴状士坑はローム層

の上面や早期の遺構確認面で発見されたものもあ

るが、早期の集石・礫群を切っているものや、覆

土に中期包含層の士が入っているものが多く、ほ

とんどが中期に属するものと考えられる。落とし

穴状士坑以外の遺構は、中期の遺構確認面で発見

されたものである。

後期の遺構は、柄鏡形（敷石）住居趾1基と遺

物集中地点だけである。柄鏡形（敷石）住居趾は

c区北端の一段低い段丘上にあり、北へ向かって

緩やかに下がる地形となっている。この段丘はロー

ム層が堆積していない新しいものである。現状で

は段丘上の平坦地は狭く、竪穴住居を2基作る広

さはない。発見された住居趾は、士層流失により

北側半分の掘り込みが残っておらず、竪穴の壁を

検出できたのは南半分だけであった。主体部は方

形を基調とし、中央やや北よりに炉が設けられ、

北側に張出部がある（図4)｡床は柔らかく、硬

化しているところは無かった。炉は方形を呈し、

北と東に縁石が残っていたが、南と西は抜き取ら

れて残っていなかった。炉内では、焼土は検出さ

れていない。炉から出入口部および張出部は敷石

されている。この他の施設に、環礫方形配石と周

堤礫がある。環礫方形配石は、竪穴内の壁からや

や内側に作られていて、出入口部の敷石部分には

無かった。礫はほぼ床面と思われる高さに並べら

れていて、これに沿って一回り広い幅で、焼土が

堆積していた。焼土中からは特殊な遺物は発見さ

れていないが、環礫方形配石の南辺中央で加曾利

B式土器口縁部が出土し、近くから礫石錘1点が

出士している。環礫方形配石は拳大の礫を3～4

列に並べているのであるが、所々に密度の低い場

所があり、このような所では下部で柱穴が検出さ

れている。いくつかの柱穴では、柱痕の上部に炭

化した木材が観察された。周堤礫は主体部を取り

囲むように配されるものであるが、この住居趾で

は特異な配置がされていた。張出部側（北辺）か
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第2図NQ4遺跡全体図

弥生時代落とし穴状の士坑が1基、A区南端

で発見されたが、遺物は出土していない。底部は

岩盤に達していて、底部施設はなかった。

縄文時代草創期、早期、中期、後期の遺構・

遺物が発見された。草創期の遺物集中地点はA区

の南寄りにあり、 2つのブロックに分かれている。

この場所は南から下がってくる斜面の下位で、や

や緩やかになっていて、最も低いところは自然流

路となっている（図3)｡出士層位は黄褐色ロー

ム層上部で硬質な層であるが、相模野台地のロー

ム漸移層に相当する。出土遺物は土器、石器、剥

片で、土器は隆線文士器、爪形文士器等の破片が

あり、石器は槍先形尖頭器が1点ある。槍先形尖

頭器は2つのブロックから出土したものが接合し

た。石器、剥片の石材はほとんどが凝灰岩で、本

遺跡の周辺で入手できるものである。

早期の遺構は、B区からA区北半．D区にかけ

て集石．礫群が約60基発見された。出土層位から

早期中葉から前期初頭のものと考えられ、田戸下

層式土器を伴うものもある。これらは掘り込みを

もち少数の礫を含むもの、掘り込みに礫を充填す

るもの、掘り込みに縁石を伴って礫を充填するも

の、掘り込みが無く密集するもの、掘り込みが無

く散在するものなど、様々な形態が見られる。礫

は被熱しているものもあるが、顕著に赤化してい

－51－



ら東西両辺の途中までは、主体部の外側60cmほど

を巡るのであるが、東西両辺の南寄りでは内側に

入り込んでゆき、南辺は竪穴内部の環礫方形配石

と重なる位置に配置されていた。また、南辺の周

堤礫は石組の状態がよく残っていて、周堤礫の内

側を揃えるように並べられていた（写真3）。南

辺以外の3辺すなわち竪穴外部に配置されていた

周堤礫は、石組みが崩れたり近代の士坑に壊され

たりしていたが、東西両辺では石組みの核となる

石は深く埋められていたので、掘方の状況から、

配列は大きく動いていないことが判断される（写

真2）。張出部敷石の部分では、周堤礫は敷石の

上に重なって検出されたが、出入口部分には置か

れていなかった。

規模は主体部竪穴が5.2m×5.2m(推定)、張

出部敷石がおよそ2.6m×2.8m，環礫方形配石が

幅20cmほどで4.1m×4.1m，周堤礫がおよそ6.0

m×7.6mである。

後期の遺構・遺物は、住居趾1基のほかはF区

の遺物集中地点だけである。

9．まとめ

本遺跡では、縄文時代から近代までの各時代の

遺構・遺物が発見されたが、中心となるのは縄文

時代のものである。遺構は縄文時代早期のものが

最も多く、次いで中期のものが多いのであるが、

数の少ない草創期と後期について新しい知見およ

び問題点が明らかになった。

縄文時代草創期では、剥片の他はわずかな量の

土器と石器であるが、津久井郡内では士器の出土

は初めての例である。遺物は2つのブロックに別

れて出土したが、両ブロックから出土した槍先形

尖頭器が接合したことから、 2つのブロックは時

間差のないもの、または元は一つのまとまりであっ

たものと考えられる。隆線文士器の口縁部片と爪

形文士器と思われる底部が出土しているが、これ

らの土器の個別層位や2つのブロックの剥片の接

合関係などは、今後の整理での課題である。

縄文時代後期では、柄鏡形（敷石）住居趾の施

設構造と性格についての問題がある。環礫方形配

石は住居構造の一部なのか、周堤礫は住居に伴う

329.00m
四一多殉暉

328.50m
▲

▲

329.00m

1
329.50m

職

。▲
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330.00m

勺10m0
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第3図縄文時代草創期遺物分布図
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施設か否かは、解明されていない問題であるが、

今回新しい知見を加えることができた。本遺跡の

例では、柱穴と重なる部分では環礫方形配石の礫

に隙間ができていることと柱材の一部が炭化して

残っていることから、環礫方形配石は住居の柱が

立っている時点で既に置かれていると考えられる

こと、周堤礫は住居の外側を巡らずに内部にまで

作られていることから、住居を意識しながらも住

居廃絶後に配置されていること、の2点である。

また同時期の集落（居住域）とかけ離れた場所に

作られた住居であることも、性格を考えるうえで

一考を要する。いずれも特異なケースであること

も考えられるが、既存の資料を再検討する上で参

考にできるものと思われる。

未だ細かい検討を経ていない時点での概要であ

るので、今後の整理作業において、上記の問題点

を含めて慎重に検討して行きたい。

写真1 J1号住居杜 写真2 J1号住居祉掘方

写真3周堤礫南辺の

石組み状況
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おおつかひがし

10．横須賀市大塚東遺跡

大坪宣雄・北爪一行

は標高137mを測り周辺での最高点となっている。

台地頂部は東西120m，南北100m程の範囲で比較

的平坦な広がりをもち、遺跡はこの南側部分の南

向き緩斜面上に展開している。

遺跡の現況は畑地で、北側150m程を隔てた位

置まで宅地開発の波が迫っているが、台地北側の

沢にはトウキョウサソショウウオ、サワガニなど

が生息し、南側の谷戸内には畑作地、水田が広が

り昔ながらの景観をとどめている。

周辺には周知の遺跡が少なく、発掘調査の行わ

れた例も少ないが、遺跡の西側50mの位置には弥

生時代後期の小集落跡の大塚西遺跡、東側400m

の位置には切石の小石室を持つかろうと山古墳が

ある。横須賀市域における先土器時代の遺跡は極

めて少なく、相模湾岸の長井台地遺跡で調査が行

われたほかには、本遺跡北側1.7kmに位置する泉

遺跡で尖頭器が出土したのみである。

8．調査の経緯

本遺跡は県の遺跡番号154遺跡として周知の遺

物散布地である。昭和62年度に、この地域を対象

にリサーチパーク開発計画が持ち上がったため、

1．所在地横須賀市長沢字大塚3918-1･他

2．調査主体横須賀リサーチパーク計画基盤

整備事業地内埋蔵文化財発掘調査団

3．調査担当者大坪宣雄・北爪一行

4．調査目的基盤整備事業に伴う記録保存調

査

5．調査期間平成6年3月14日～平成6年9

月12日

6．調査面積4,500m2

7．遺跡の立地

大塚東遺跡は三浦半島東岸寄りの丘陵上に位置

する。この丘陵は久里浜湾南岸の千駄ヶ崎を東端

として、西岸の葉山町長者ヶ崎に至るもので、地

質的には第三紀三浦層群に分類される逗子層を基

盤層としており、三浦半島の主要な活断層である

北武断層と武山断層に南北を挟まれている。特に

武山断層は本遺跡の至近距離を通過しており、表

土下の士層中に数多く見られる地割れ、断層はこ

の影響下に生じたものと推測される。丘陵の標高

は、241mの大楠山を最高点とし、本遺跡付近で

は100m～130m前後を測る。本遺跡の載る台地
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遺跡の内容・規模を把握する必要が生じ、平成2

年10月17日～平成3年2月16日の期間に横須賀リ

サーチパーク埋蔵文化財発掘調査団による遺跡範

囲限定調査が行われた。その際の調査では、ナイ

フ型石器2点を含む先土器時代の遺物、繊維を含

む縄文土器片などが出土し、遺跡範囲が台地頂上

部の南東部分の80m×70m程の範囲に限定できる

ことが確認されている。

今回の調査は以上の試掘調査結果に基づいて行

われた本格調査である。

9．調査の概要

本遺跡からは、先土器時代、縄文時代を中心と

する遺構・遺物が検出されている。遺構は、縄文

時代の集石遺構4基・焼土遺構1基・士坑10基、

中。近世以降の溝6条が検出され、これらの時期

に該当する遺物が少量出土しているが、今回はこ

れらについては割愛し、先土器時代に関する概要

のみ報告する。

士層の状況

本遺跡では耕作士である表土層とそれ以下の土

居は全般に薄く、表土層直下にローム層以下の土

居がみられる部分が多い。縄文時代の士層直下に

は、立川ローム相当層から下末吉ローム相当層及

びその風化層、基盤のシルト岩層と多彩な士層が

観察されており、台地上に数多くみられる地割れ

・断層と風化による地形改変の結果と考えられる。

地割れ・断層は表土を除くほぼ全ての土層に影響

を及ぼしており、先土器時代の遺物包含層も影響

を被っている（写真参照)｡また、立川ローム相

当の層厚が2mに充たないため土居の堆積状況を

良好に観察できる士層断面には恵まれていないが、

軽鉱物分析の結果から鍵層となる姶良Tn火山灰

層と東京軽石層が確認されている。なお、軽鉱物

分析の結果によれば6層が姶良Tn火山灰層に相

当するが、肉眼観察では6層は暗色帯と認められ

る。

出土遺物

先士器時代の遺物は、平成2年度調査における

出土品を含めて、ナイフ形石器8点、掻器3点、

削器1点、細石刃1点、加工痕のある剥片20点、

使用痕のある剥片12点、剥片244点、石核11点、

礫312点の総数623点が出士している。遺物の接合

状況は極めて悪く、わずかに6点が接合したのみ

である。出士状況は、おおよそ3箇所の集中箇所

に分布しているが（第2図)、地形の改変が甚だ

しく、しかも緩斜面であるため遺物の移動は相当

考慮に入れる必要があろう。出土層位に関しても

同様に地形改変のため明らかにし得ない部分が多

い。A・C地区の比較的安定した堆積状況がみら

れる部分については6層以上に出土分布の中心が

あり、 3 ．4層のソフトローム中からの出土が多

い。一方、それぞれの集中箇所の遺物の状況には、

遺物集中箇所(1)からはナイフ形石器のうち6点が

出土しており、遺物集中箇所(2)では安山岩の小礫

I 表土

Ⅱ暗褐色土

3暗黄褐色ソフトローム
4黄褐色ソフトローム

5黄褐色ローム

6暗黄褐色ローム

7暗黄褐色ローム

8暗黄褐色ローム

9暗黄褐色ローム

10黄褐色ローム

11 黄灰色ローム

12黄灰色ローム

13橿色軽石層

14灰褐色ローム

15暗灰褐色ローム

16暗灰褐色ローム

17 明灰褐色ローム

18 明灰褐色ローム

19明灰褐色砂質ローム
20灰白色粘質土

21 シルト岩層

128

AT

(姶良Tn火山灰）

127

□

□
□

1お
TP

(東京軽石■）

125

0 20m
ー

第2図先士器時代調査区配置図 第3図士層柱状図
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られなかった。今後の整理作業では、記録したデー

ターからどこまで地形改変の状況を明らかにでき

の出土が多く、遺物集中箇所(3)では石核のうちの

7点が出土している、といった特徴も認められる。

使用されている石材は、頁岩、珪質頁岩、凝灰質

頁岩、チャート、玄武岩などが多く、遺物集中箇

所(2)には安山岩の礫が集中している。また、黒曜

石が全遺物中で8点と、極めて少数である点は、

相模湾岸にあり本遺跡同様ナイフ形石器と細石刃

の出土している長井台地遺跡では使用石材の大部

分が黒曜石である点と好対照を見せ本遺跡の特徴

といえる。

10．まとめ

本遺跡は、現在のところ三浦半島における数少

ない先土器時代の調査例として重要な遺跡といえ

るが、台地上の斜面地という立地状況や堆積状況

の不良から層位の確認に関しては十分な結果が得

るかを試みてみたい。

灘溌鐘蕊灘
卜

:）

溌瀦職灘灘灘雛蕊蟻鱗鵜鱗灘鱗鱗鱗鴬識

A地区全景（西から）

ナイフ形石器出土状況②ナイフ形石器出-+;状況①
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うすくぼA

n．茅ヶ崎市日久保A遺跡

松田光太郎・田村裕司・井辺一徳・阿部友寿

1．所在地茅ケ崎市芹沢字臼久保4,222番

地他

2．調査主体（財)かながわ考古学財団

3．調査担当者松田光太郎・井辺一徳・田村裕

司・阿部友寿

4．調査目的企業庁水道局による芹沢配水池

築造に伴う事前調査

5．調査期間平成6年10月1日～平成8年3

月31日

6．調査面積15,480m"

7．遺跡の立地

本遺跡は東海道線茅ケ崎駅の北方約4kmの高座

丘陵上に位置する。本丘陵は下末吉海進時に形成

された比較的古い段丘であるため、河川等の浸食

により、台地は深い谷に刻まれている。本遺跡も

小出川とその支流によって刻まれてできた舌状台

地の先端に所在する。標高は約35～45mを測る。

遺跡のすぐ･西を流れる小出川をはさんだ対岸の寒

川の台地面より一段高いため、大山や富士山を一

望することができる。

分布調査によると高座丘陵上には多くの遺跡が

高い密度で存在することがわかっている。周辺の

遺跡の発掘例は多いとは言えないが、本遺跡東方

約600mには縄文時代後期の貝塚を伴う集落であ

る行谷遺跡があり、また西方の寒川町では縄文時

代中期の大集落である県営岡田団地内遺跡がある。

また弥生時代では寒川町大蔵東原遺跡や藤沢市慶

応大学湘南藤沢キャソパス内遺跡などで環濠集落

が発見されている。また古墳時代では対岸の岡田

越の山横穴墓群をはじめ、多くの横穴墓群が知ら

れている。

8．調査の経緯

本調査は神奈川県企業庁水道局による芹沢配水

池築造に伴うものである。調査区は配水池本体建

設部分と西側の送水管路部分に分けられるが、配

水池建設工事の関係から、調査区内を東側より順

次調査していった。排士を場外搬出できなかった

ため、各時代面毎の調査区全体写真は撮影できな

第1図遺跡位置図（1/50,000）

かつた。

9．調査の概要

本遺跡は近世から縄文時代までの各時代にわたっ

て多くの遺構や遺物が発見されている。

近 世

検出された遺構は以下の通りである。竪穴状遺

構1基、士坑48基、段切状遺構18箇所、道状遺構

6条、溝状遺構92条、畝状遺構9箇所、集石趾1

基、ピット74基。各段切状遺構によって形成され

る平坦部を単位にして、土地利用状況は特徴的で

ある。畝状遺構が検出されるなど、その多くは耕

作地である。調査区北部中央では士坑の検出数が

多く、南東部にはピットが群的なまとまりで集中

し、北西部は遺構分布が粗である。北東部で検出

された竪穴状遺構は3.7×2.5m、長方形のもので

ある。覆土中に多くの焼土粒子、炭化物を含む。

6条の道状遺構は本来連続していたものと考えら

れる。耕作地への通路、筆界として機能していた

ものであるが、硬化面は断続的に検出され、側溝

のみが確認された場合が多い。溝状遺構は、排水、

筆界、根切りの他に、本来畝として機能していた

可能性があるもの、道の側溝であると考えられる

もの等がある。規模はまちまちで、長さは2mに

満たないものから、40mを越えるものまで、幅は

約0.1～2m，深さは約0.1～lmである。士坑

－57－



は墓擴(K48号土坑）が1基検出された他はいわ

ゆるイモ穴である。平面形態は方形、長方形、円

形、楕円形、不整形と一定しない。長軸で2m前

後のものが多いが、大型のものもある。墓擴から

は人骨1体と大小2つの鉄鍋、包丁3本、煙管1

本が出土した。大形の鉄鍋は頭蓋骨を覆う状態で

出土しており、内外面に布が付着している。

出土遺物は僅かであり、その殆どが陶磁器の微

細片で、日用雑器類である。

古墳時代

発見された該期の遺構は、方形周濤墓1基、古

墳3基、横穴墓4基である。方形周溝墓・古墳が

位置するのは、調査区西縁寄り、本遺跡の最高所

付近で、遺跡の立地する舌状台地の最先端にあた

る。この近辺は、機械による大規模な地山削平が

行われており、ローム面以上の士層の大半を喪失

している。よって、これらの遺構の遣存状況も良

好なものではなかった。方形周溝墓は、北および

東側部分の周溝のみが確認されており、北東コー

ナーにはブリッヂが設けられている。検出部分に

おける規模は、18.6m×15.6m程を計測する。マ

ウンド・主体部は確認できなかった。古墳はすべ

て円墳で、直径16～18m程の規模を有している。

マウソド・主体部は確認できなかった。横穴墓は、

調査区西端の急斜面部において発見された。構築

レベルは37m～39mで、西向きに開口している。

構築基盤は非常に脆弱で、天井や壁の崩落が激し

く、形態を完全に把握できるものはなかった。4

基中3基から人骨が検出され、 2基に礫床が施さ

れていた。閉塞石・高棺座をもつものは存在しな

い。

該期の遺構から出土した遺物は下記に示す。尚、

詳細な年代比定等に関しては、今後の整理作業に

委ねたい。

（方形周溝墓） 壺・広口壺他

（古 墳） 土師器坏・須恵器坏、小形壺他

（横穴墓） 土師器坏・須恵器甕、フラスコ

形瓶・鉄製品・耳環・玉類
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円形のもの、長方形のもの等があった。落とし穴

や墓擴としての機能が考えられるものがある。

遺物は縄文時代草創期から後期にかけての土器、

石器が出土した。土器では草創期の撚糸文士器が

最古である。井草式土器から稲荷台式土器まで存

在するが、その量は少ない。早期は条痕文士器が

出土しているが、野島式土器と早期末の土器群に

限定される。中でも東海系の薄手土器（粕畑式か

ら石山式士器）の伴出が注目されよう。前期では

花積下層式、黒浜式、諸磯a。b・c式土器が存

在するが、量的に多いのは十三菩提式土器であり、

近畿地方の大歳山式土器も出土している。中期で

は五領ヶ台I ・Ⅱ式土器が最も多く、勝坂式や加

曽利E式、曽利式土器は少量出土した。後期では

称名寺式、堀之内1，2式土器、加曽利B式土器

が出土している。石器では有舌尖頭器、石鍍、磨

石、石Ⅲ、礫器、打製石斧、磨製石斧、石錘、垂

飾品等がある。この内、有舌尖頭器は草創期、垂

飾品は前期末から中期初頭のころの所産と考えら

れる。

10．まとめ

本遺跡では、近世、古墳時代、弥生時代、縄文

時代の遺構や遺物が検出された。

近世では段切状遺構、畝状遺構、道状遺構、溝

状遺構等の存在から耕作地としての利用が想定さ

れる。また、頭蓋骨を鍋で覆った人骨を出土した

墓擴は当時の葬制を考える上で注目されよう。

古墳時代では方形周溝墓、古墳、横穴墓が発見

され、墓域として利用されていたことが判明した。

各墓とも時間差はあるものの、調査区西側の舌状

台地先端部に構築されており、当時の集落との位

置関係を考える上で重要な判断材料になろう。

弥生時代では後期のV字溝とそれに囲まれた集

落が検出された。台地平坦部の北半分のみの発掘

ではあったが、集落の北、西端を区画する溝が延

長約200m、竪穴住居趾47軒等が検出され、今後、

周辺の遺跡との関係を考える必要があろう。

縄文時代では早期の竪穴住居趾や炉穴等が検出

された。また他時期では遺構は少なかったものの、

前期末から中期初頭の遺物を中心に比較的多くの

土器、石器が出土して、当時の生活の一端がうか

がわれた。

弥生時代

発見された該期の遺構は、竪穴住居趾47軒、竪

穴状遺構6基、掘立柱建物趾7基、士坑2基、溝

状遺構2条である。特筆すべきことは、調査区の

北縁から西縁にかけて、延長200m程が検出され

た、溝状遺構(V字溝）の存在である。溝状遺構

は、本遺跡の最低所（標高約32m)である調査区

北東端から地形に沿うように緩やかにカーブを描

きながら西走する。調査区北西端でほぼ90．向き

をかえて南下し、本遺跡の最高所（標高約42m)

である調査区南西端で調査区外にもく･り込む。検

出部の最大幅は2.5m、深さは概ね1.5m程を計測

する。竪穴住居趾は、調査区中央部南半の平坦部

を中心に検出されており、溝状遺構に近接して発

見されたものは極めて少ない。中期終末の33．44

号住居趾をのぞき、すべて後期後半～終末に所属

すると思われる。47軒のうち、半数近くから多量

の焼土・炭化物が検出された。焼土・炭化物混入

層は、いずれも床面から浮いた状態でレソズ状堆

積をなしている。また、大規模な地震によって生

じた地割れによって、床面に数十セソチの段差が

認められる住居祉が3軒検出された。掘立柱建物

趾は、2間×1間のものと、1間×1間のものと

が存在するが、小規模のものばかりであった。

該期の遺物は、竪穴住居趾・溝状遺構を中心に、

土器・士製品・石器等が出土している。10号住居

祉からは、断欠品ではあるが、有孔磨製石鍍が検

出された。また、15号住居趾からは土製紡錘車、

36号住居趾からはガラス玉が発見されている。

縄文時代

遺構としては竪穴住居趾1軒、炉穴29基、集石

25基、士坑22基、ピット37基が検出された。竪穴

住居趾は早期野島式期に属するもので、平面形は

5.5×5.0mの隅丸方形をなす。柱穴は特に主柱穴

と思われるものはなく、小規模のピットが壁際に

不規則に巡っていた。炉穴は平面形が楕円形のも

のや不整形に張り出したもの等があった。遺物は

少なかったものの、時期は早期に属するものばか

りであった｡集石は規模が20cm程度のものから1.5

m程のものまであり、下部に掘り込みをもつもの

ともたないものがあった。時期も早期に属するも

のから中期のものまで存在した。士坑はプラソが
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神奈川県遺跡調査・研究発表会のあゆみ
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開催日 ・会場 発 表 遺 跡 ・ 講 演 内 容

第 1 回

1977年6月26日

横浜市開港記念会館

横浜市亀谷狐穴遺跡、横浜市池辺第14遺跡、厚木市林天神遺跡、横浜市殿ヶ谷遺跡

藤沢市川名新林左・同右遺跡、川崎市下作延福ノ内横穴古墳、横浜市矢崎山遺跡

横須賀市鴨居養護学校遺跡、川崎市新作池谷遺跡、秦野市尾尻遺跡第Ⅱ地点

海老名市本郷遺跡SOE－Ⅱ地区、川崎市影向寺遺跡、鎌倉の中世遺構、小田原城香沼屋敷趾

【付】昭和51年1月～52年3月、神奈川県内遺跡調査概要

第2回

1978年6月25日

横浜市開港記念会館

綾瀬町寺尾遺跡、横浜市花見山遺跡、藤沢市石川山田A地点遺跡、横浜市勝田第6．16遺跡

横浜市新羽大竹遺跡、横浜市仏向町遺跡、平塚市十七ノ域遺跡他詳細分布調査

横須賀市なたぎり遺跡C地点、秦野市根丸島遺跡、海老名市本郷遺跡第8次調査

平塚市神明久保遺跡、鎌倉の中世遺構、小田原市小田原城銅門跡、川崎市馬絹古墳

第3回

1979年7月1日

横浜市開港記念会館

大和市上和田城山遺跡、厚木市下荻野子合頭遺跡、横浜市紅取遺跡、横浜市ニノ丸遣跡(チ3）

(仮称)横浜市清水ヶ丘遺跡、横須賀市鴨居上ノ台遺跡、横須賀市長井小学校校庭内遺跡B地点

横浜市三保杉沢遺跡、川崎市下作延日向横穴墓群、平塚市向原遺跡、鎌倉市材木座小谷

第4回

19帥年6月29日

横浜市開港記念会館

一般国道246号大和・厚木バイパス地域内遺跡、川崎市菅生水沢遺跡、相模原市下溝稲荷遺跡

横浜市神隠丸山遺跡(ル1 ．2）、横浜市東耕地遺跡、横浜市富士塚遺跡群、平塚市王子台遺跡

横浜市折本西原遺跡、藤沢市石名坂遺跡、横須賀市蓼原遺跡、平塚市諏訪前遺跡

川崎市新作小高台遺跡Ⅱ区、鎌倉市極楽寺旧境内、小田原市小田原城評定所曲輪跡

第5回

1981年7月5日

川崎市中原市民館

国道246号大和バイパス地域・上草柳第3地点遺跡、秦野市平沢同明遺跡、横浜市綱崎山遺跡

綾瀬市早川天神森遺跡、横浜市道高速2号線血6遺跡、横須賀市内原遺跡、平塚市向原遺跡

小田原市久野下馬下遺跡、川崎市久地西前田横穴墓群、横浜市富士塚地区遺跡群長者原遺跡

海老名市本郷遺跡KOE-I地区（第9次)、鎌倉市雪ノ下・南御門遺跡

平塚市四之宮下郷・上郷遺跡

【特別講演】古人骨と遺跡調査：森本岩太郎氏（聖マリアソナ医科大学教授）

第6回

1982年7月11日

川崎市中原市民館

座間市栗原中丸遺跡、大和市内における縄文草創期遺跡、横浜市師岡貝塚、鎌倉市千葉地遺跡

横須賀市久里浜伝福寺裏遺跡、川崎市麻生区金程向原遺跡群、横浜市緑区受地だいやま遺跡

横浜市大原遺跡（新吉田第7)、横浜市緑区稲荷前16号墳、横浜市虚空蔵山遺跡

小田原市諏訪の原古墳群総世寺裏古墳、平塚市四之宮高林寺遺跡、鎌倉市裏八幡西谷遺跡

【特別講演】考古学と造形保存：森山哲和氏（考古造形研究所長）

第7回

1983年10月釦日

横浜市開港記念会館

海老名市柏ヶ谷ヲサ遺跡、相模原市橋本遺跡、横浜市三の丸遣跡、横浜市帷子峯遺跡

座間市中原・加知久保遺跡、横浜市黒須田・大場第1地区遺跡群、横浜市山王山遺跡

横浜市八千代田遺跡、藤沢市大源太遺跡、藤沢市片瀬大源太遺跡、川崎市影向寺阯

鎌倉市蔵屋敷遺跡、綾瀬市宮久保遺跡

【特別講演】遺跡出士の動物遺体：金子浩昌氏（早稲田大学）

第8回

1984年7月1日

藤沢市民会館

大和市長堀南遺跡、藤沢市代官山遺跡、横浜市北川貝塚、横浜市能見堂遺跡

厚木市下依知大久根遺跡、伊勢原市比々多第一地区遺跡群、伊勢原市小金塚古墳

横須賀市なたぎり遺跡C・D地点、三浦市海外海蝕洞穴、綾瀬市宮久保遺跡

茅ヶ崎市西久保上ノ町遺跡

【特別講演】歴史考古学の現状私見：服部清道氏

第9回

1985年6月2日

大和市中央文化会館

川崎市山口台遺跡群・上台遺跡、横浜市上行寺東やぐら群、横浜市上恩田遺跡群杉山神社遺跡

横浜市殿屋敷遺跡群C地区、横浜市古梅谷遺跡、横須賀市溝尾遺跡第2次

鎌倉市手広八反目遺跡、藤沢市大庭城趾公園内遺跡、大和市月見野遺跡群上野遺跡第1地点

平塚市四之宮・真土地区における最近の考古学的成果と墨書土器、史跡小田原城二の丸中堀

小田原市国府津三ツ俣遣跡

【特別講演】火山灰と考古学：町田洋氏（東京都立大学）

第10回

1986年7月6日

横須賀市文化会館

相模原市中村遺跡、川崎市岡上小学校遺跡、横須賀市泉遺跡､逗子市沼間3丁目遺跡群

鎌倉市長谷小路南遺跡、横浜市釜台町上星川遺跡、伊勢原市坪の内久門寺遺跡

海老名市本郷遺跡GIN-E地区（第18次)、秦野市草山遺跡、松田町からさわ古窯祉群

藤沢市南鍛冶山遺跡第1 ．2次、鎌倉市今小路周辺遺跡（御成小学校内）

【特別記念講演】私と考古学の思い出：赤星直忠氏（文学博士）
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第11回

1987年8月16日

大和市中央文化会館

座間市中丸遣跡、横浜市西之谷大谷遺跡、横浜市西ノ谷貝塚、横浜市三枚町遺跡

秦野市桜土手古墳群第二次、相模原市矢掛・久保遺跡、鎌倉市由比ヶ浜中世集団墓地遺跡

小田原市小田原城三の丸(大蓮寺排水路改良工事)、松田町松田城肚、鎌倉市山王堂遺跡

横浜市赤田地区遺跡群NQ7．9遺跡、松田町からさわ横穴墓群、横須賀市ひる畑遺跡

秦野市砂田台遺跡、横浜市北川表の上遺跡（ル14）

第12回

1988年9月4日

平塚市中央公民館

平塚市権現堂遺跡、二宮町倉上横穴墓群、小田原城下・欄干橋遺跡（外郎邸）

厚木市吾妻坂古墳、厚木市宮の里遺跡、海老名市本郷遺跡第20次(KE区）

藤沢市高倉滝ノ上遺跡、鎌倉市玉縄城跡、横浜市金沢文庫遺跡、横浜市上台の山遺跡

大和市長堀北遺跡、相模原市下溝遺跡、茅ヶ崎市居村B低湿地遺跡

第13回

1989年9月3日

川崎市市民ミュージアム

藤沢市慶應義塾藤沢校地内遺跡、川崎市黒川地区遺跡群・宮添遺跡他

藤沢市ナデッ原遺跡、寒川町県営岡田団地内遺跡、伊勢原市三ノ宮・宮ノ前遺跡

横浜市大棚杉山神社遺跡、厚木市及川遺跡､､横浜市上の山遺跡

小田原市三ツ俣遣跡(F地区)、海老名市大谷向原遺跡(B地区）

鎌倉市二階堂国指定史跡永福寺跡、史跡小田原城二の丸中堀

【特別講演】考古学調査と物理探査：坂山利彦氏（応用地質地盤工学研究所）

第14回

19帥年9月30日

相模原市民ホール

清川村宮ヶ瀬遺跡群の先土器時代遺跡、相模原市勝坂遺跡第45次、秦野市寺山遺跡

平塚市王子ノ台遺跡(西区)、藤沢市慶應義塾藤沢校地内遺跡、逗子市池子遺跡群

横浜市港北区権田原遺跡､茅ヶ崎市石神遺跡、大磯町北中尾横穴墓群

海老名市相模国分尼寺跡、平塚市新町遺跡、鎌倉市下馬周辺遺跡

小田原市小田原城三の丸堀関連遺跡

第15回

1991年9月29日

横浜市教育文化ホール

清川村宮ヶ瀬遺跡群北原(NQ9)遺跡長福寺趾、箱根町元箱根石仏・石塔群

鎌倉市由比ヶ浜中世集団墓地遺跡、茅ヶ崎市浜之郷石原B遺跡、川崎市県史跡馬絹古墳

横浜市上矢部町富士山古墳、綾瀬市神崎遺跡、逗子市池子遺跡群NQ1-A地点

相模原市田名塩田原遺跡群、藤沢市柄沢遺跡群1－E・F地点、綾瀬市上士棚遺跡第3次

【特別講演】港北ニュータウンの調査と遺跡群研究：岡本勇氏(潤ﾋﾆｭｰﾀｳｿ埋敵化財調査団長）

第16回

1992年9月27日

横浜市開港記念会館

厚木市東町遺跡、鎌倉市今小路西遺跡(御成小学校内)、山北町河村城跡

鎌倉市大蔵幕府周辺遺跡群、海老名市相模国分僧寺跡・相模国分尼寺跡

逗子市池子遺跡群NQ4地点、伊勢原市石田・細屋遺跡

寒川町倉見日本鉱業㈱新ひかり社宅内遺跡、秦野市東開戸遺跡

小田原市内における関東ローム層、綾瀬市吉岡遺跡群

【記念講演】金海市大成洞古墳の調査：申敬撤氏（慶星大学校助教授）

第17回

1993年9月19日

秦野市文化会館

藤沢市南葛野遺跡、大井町第一東海自動車道NQ35遺跡、小田原市久野2号墳

秦野市太岳院遺跡、海老名市相模国分寺塔跡、三浦市新井城跡、平塚市山王A遺跡

横浜市観福寺北遺跡（関耕地地区)、横須賀市小荷谷遺跡、清川村宮ヶ瀬遺跡群表の屋敷遺跡

横浜市綱崎山横穴墓群

【記念講演】中世城館遺跡について：石丸煕氏（東海大学教授）

第18回

19別年9月25日

横浜市開港記念会館

大和市月見野遺跡群上野遺跡第5．6地点、南足柄市塚田遺跡、平塚市原口遺跡

伊勢原市第一東海自動車道NQ14(三ノ宮・下谷戸）遺跡、茅ケ崎市居村B・前ノ田遺跡

横須賀市大塚古墳群（吉井・池田地区遺跡群内)、横浜市大場横穴墓群F・G。H横穴墓群

川崎市下麻生古墳群、海老名市国分尼寺北方遺跡（第7．8次)、鎌倉市若宮大路周辺遺跡群

小田原市本町・小田原城三の丸堀

【記念講演】南関東テフラから見た天変地異期：上杉陽氏（都留文科大学教授）

第19回

1995年9月23日

川崎市中原市民館

相模原市横山5丁目遺跡、清川村宮ケ瀬遺跡群北原(N010･11北）遺跡

横浜市阿久和宮腰遺跡第1次、三浦市油壺遺跡、藤沢市若尾山遺跡、平塚市構之内遺跡

伊勢原市第一東海自動車道NQ14(三ノ宮・下谷戸）遺跡、川崎市久本横穴墓群

鎌倉市国指定史跡永福寺跡、山北町河村城関連遺跡

小田原市三の丸小学校内遺跡（小田原城三の丸・藩校集成館跡）

【記念講演】神奈川県の「地震考古学」：上本進二氏（神奈川県立旭高等学校教諭）

第20回

19鮎年9月23日

茅ヶ崎市民文化会館

本書参照



第20回神奈川県遺跡調査・研究発表会発表要旨

発行神奈川県考古学会

編集茅ヶ崎市教育委員会

発行日 1996年9月23日

印刷神奈川印刷株式会社
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平塚市坪ノ内遺跡
林原利明

1．所在地平塚市四之宮652-3、ほか

2．調査主体坪ノ内遺跡発掘調査団

3．調査担当者林原利明

4．調査目的湘南新道橋建設に伴う事前調
査

5．調査期間1995年6月1日～1996年8月
31日

6．調査面積3,500㎡

7．遺跡の立地

瀞清遺跡は､相模川下流右岸の砂州.砂丘
および自然堤防上に立地している。相模国府推

定域の東端､古代相模国四之宮である箭蔦神社
の南面に展開する遺跡である。今回の調査地区
は、遺跡の北部に位置し、R平塚駅から北西約

第1図遺跡位置図(S: 1/50000)
3.2km、相模川から西方0.3km，海岸線からは直
線距離で約4.4kmの距離にある。標高は、7～9 今回の調査でも古墳時代後期から古代を主体と
、前後を測る。 して、弥生時代後期から近世にわたる遺構・遣

平塚市内の低地では、これまでの発掘調査で 物が濃密な状況で検出された。また、調査地区
古代を主体とした遺構・遺物が濃密な状況で検東側では砂州・砂丘地帯（西側）と後背湿地.
出されている。とくに坪ノ内遺跡をふくむ四之 自然堤防地帯（東側）との境を確認することも
宮周辺では官衙に関連すると考えられている遣 できた（27杭列付近)。
跡群（坪ノ内遺跡、六ノ域遺跡、高林寺遺跡、 ［検出された遺構］ 竪穴住居跡・竪穴状遺構：
天神前遣跡、稲荷前A・B遺跡、セノ域遺跡、 21軒（弥生時代後期、古墳時代後期、奈良・平
山王A･B遺跡、構之内遺跡など）が所在して 安時代） 掘立柱建物跡:4棟(奈良・平安時代）
おり、政庁などの遺構は未発見であるが、相模 鍛冶工房跡：3棟（奈良・平安時代） 井戸跡：
国府（大住国府）の推定地と考えられている。 20基（奈良・平安時代、中世） 溝状遺構：62
また、近年、稲荷前A遺跡から出土した8世紀 条（奈良・平安時代、中世） 集石遺構：7基
中葉の「国厨」・「旧鼓一｣墨書土器は、初期 （奈良・平安時代､中世） 不明遺構:多数→粘
国府の所在地問題に関しても興味深い資料であ 土採掘坑と考えられるものをふくむ（奈良・平

安時代、中世、近世） 土坑・ピット：328基るo

8．調査の概要 （奈良・平安時代、中世、近世）畝状遺構：多
調査は、湘南新道橋建設に伴い1995年6月1 数（近世）

日から1996年8月31日までの日程で実施した。 ［検出された遺物］ 土器類：弥生土器（弥生

今回の調査地区は平塚市No.189遺跡として周 時代後期)、土師器、須恵器（古墳時代前・後
知されている坪ノ内遺跡にあたり、過去5回の 期、奈良・平安時代)、灰釉陶器、緑釉陶器
調査により古墳時代後期から古代（奈良・平安 （平安時代)、青磁、白磁（中世)、磁器染付ふいご

時代）を主体として弥生時代中期後葉から近世 （近世)、瓦、輪の羽口、鉗渦、須恵器甕転用硯
にわたる遺構・遺物が濃密な状況で検出されて （奈良・平安時代） 金属器：鉄錐（古墳時代後かこ 麓ぴ

いる。第5地点では官衙関連遺構として柱間が 期)、帯金具→鮫具・鉈尾、鍛冶関連遺物→鉄
2mを超える総柱の掘立柱建物跡(4間×6間 塊至遺物・鐘造剥丘・鉄逹など、釘（奈良・平
以上)が検出されている（9世紀後半代の所産)。 安時代)、銅銭（古代：「承和昌寶｣、中世：渡

一
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この他、A区で鍛冶工房跡の可能性がある竪

鬘=鰐鰡平熱驚裏撫献遺構が2軒検出されている。井戸跡径3m以上のものが2基あり、いず
良･平安時代、中世） 木･布製品:繩、 れも古代の所産であると考えている｡このうち、
鳥膳(中世)､板状製品､棒状製品(奈良．

平安時代､中世) 遺物収納ｺﾝﾃﾅｰ''0箱騨測蕊纈辮耀測
段纈謹驚墓割鱒鬘喜蕊土遺物は少ないが､重複関係等から古代から中
る｡今後､確認される可能性はあるが､文字資藍鰹襲凝勘ふご聯嶌藍
料の多い四之宮周辺では異色である。 子・錐が出土している。
次に、主な遺構について簡単に記す。
竪穴住居跡．竪穴状遺構 7世紀後半から11世 9°まとめ今回の調査地区は、隣接する六ノ域遺跡や高

紀代のものである。1軒をのぞき他のものはす
べて西側の砂州．砂丘上で検出されている。こ 林寺遺跡などと異なり、掘立柱建物跡が少なく、

難鰻捌職毫辮鰯二蕊手鰯茎繊霞餓聯麓
穴住居跡（竪穴状遺構）が3軒検出されている 遷を考慮する必要はあるが、何らかの規制（規
（可能性があるものもふくむ)。いずれもほぼ東 則性）をうかがうこともできる。このうち、官
西方向に並んでおり、建物群としてとらえるこ 営鍛冶工房跡と考えられる遺構が検出されたこ

繍蝋鯉駄鑿鴬蕊認灘羅篭
にはカマドが付随するなど平面形・規模のほか えるうえでも非常に興味深いことである。A区
には特殊性は認められない。

掘立柱建物跡東西棟2棟、南北棟2棟が検 で検出された長屋状の竪穴状遺構群に工房的な
出された。全体を検出できたものは，棟にすぎ 機能を考えれば、今回の調査地区付近を国府推
ないが、いずれも3間×4間以上の規模を有す 定域内での工房エリアと考えるこができるかも
る。柱穴は、方形あるいは長方形を呈する。出 しれない。文字資料が皆無であることはこのこ
土遺物は少ないが、重複関係からいずれも8世 とを反映しているのであろうか。また、東側の後背湿地および自然堤防上でも
紀代の所産であると考えている。このうち、B

区で検出された2棟の東西棟は､桁行5間であ 菩艤亘皇麓醗鯉鴬鑿駕
り、柱間は2m以上を測るものである。

棚工房跡＆区で検出された鍛冶工房跡…壹壼顎鰯嘉躯隠畿雲螺
竺灘壹ﾀ難鰡噸欝熟得ることができた。いずれにしても調査は終了したばかりであ
上、南北5m以上の長屋状竪穴内に2列に並ん
だ径40cm前後の円形鍛冶炉が著しい重複を有し り、不明確な点も多く、詳細な資料分析はおこ
℃約7，基検出された｡いわゆる連房型の官営鍛篝壽縦奮髻鹸震瀞重ねて成
冶工房跡と呼ばれるものである。遺構内からは、
製品・工具の出土はなかったが、輪の羽ロ・鉄
塊系遺物・鍛造剥片・鉄津などの鍛冶関連遺物
が多量に出土した。出土土器から8世紀末から
9世紀初頭を下限と考えている。このような、
鍛冶遺構は全国的にみても検出例は限られてお
り、北関東以北の官衙関連の数遺跡で検出され
ているにすぎない。神奈川県内はもとより、南

関東では初発見である。
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軍
屑
村
Ｂ
潰
侭
卿
弟
３
口
亨
木
簡

１
発
見
地
神
祭
川
県
茅
ヶ
崎
市
本
村
四
丁
目
十
七
番
地
市
道
内

２
発
見
日
一
九
九
一
年
（
平
四
）
六
月
八
日

３
調
査
機
関
茅
ヶ
崎
市
姻
歳
ｘ
化
財
調
査
会

４
遺
跡
の
種
類
水
田
靴
等
（
遺
物
散
布
地
）

５
遺
跡
の
年
代
縄
文
時
代
晩
期
、
古
代
、
中
近
世

６
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

神
奈
川
県
南
縁
の
中
央
付
近
に
位
置
す
る
茅
ヶ
崎
市
は
相
模
湾
に
面
し
、
そ
の
面
積
の
粒
二
分
の
二
が

砂
が
ち
地
形
（
砂
丘
、
砂
州
）
を
主
体
と
す
る
低
地
帯
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
海
退
に
と
も
な
う
陸
地
化

は
市
内
に
多
く
の
砂
丘
列
を
形
成
し
、
そ
の
間
に
低
湿
地
（
砂
丘
間
凹
地
）
を
残
し
た
。
居
村
Ｅ
遺
跡
は

現
海
岸
砂
丘
か
ら
数
え
て
第
４
列
目
の
北
裾
に
存
在
す
る
小
規
模
な
砂
丘
間
凹
地
に
立
地
し
、
現
地
表
の

墓
筒
は
約
５
ｍ
強
で
あ
る
．
北
に
は
居
村
Ａ
遺
跡
、
南
に
は
前
ノ
田
遺
跡
が
隣
接
す
る
が
、
と
も
に
古
代

遺
構
と
遺
物
が
極
め
て
濃
密
に
包
含
さ
れ
る
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
本
遺
跡
の
現
況
は
水
田
を
主
体
と
し
、

一
部
が
盛
り
土
に
よ
る
宅
地
及
び
市
道
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
公
共
下
水
道
建
設
に
伴
込
調
査
で
あ
り
、
本
遺
跡
と
居
村
Ａ
遺
跡
と
の
境
界
に
現
存
す

る
市
道
内
の
下
水
管
工
事
部
分
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
．
道
路
下
は
約
０
．
六
ｍ
ま
で
が
現
代
撹

乱
層
（
１
層
）
、
そ
の
下
０
．
四
ｍ
が
中
近
世
層
（
２
層
）
、
そ
れ
以
下
が
古
代
層
（
３
層
）
に
分
層
さ

れ
、
約
一
・
四
ｍ
で
砂
層
（
４
層
）
に
至
る
も
の
で
あ
り
、
中
近
世
層
下
部
よ
り
下
が
低
湿
地
特
有
の
黒

色
土
と
な
り
、
古
代
層
は
粘
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
黒
色
土
か
ら
は
湧
水
が
あ
り
、
調
査
時
の

こ
の
一
帯
の
水
位
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
黒
色
土
堆
積
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
、
恒
常
的
に
地

下
水
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
．

遺
構
と
し
て
は
、
一
部
で
低
湿
地
と
微
高
地
（
居
村
Ａ
遺
跡
）
を
区
画
す
る
冬
フ
に
掘
ら
れ
た
溝
が
検

出
さ
れ
た
以
外
、
特
定
し
つ
る
も
の
は
な
か
っ
た
が
遺
物
は
全
域
か
ら
出
土
し
た
。
遺
物
は
、
２
層
か
ら

中
世
後
半
に
属
す
る
常
滑
等
の
陶
磁
器
破
片
、
か
わ
ら
け
な
ど
が
少
量
出
土
し
た
他
、
３
層
よ
り
須
恵
器

・
土
師
器
破
片
が
比
較
的
多
く
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
古
代
遺
物
の
時
期
は
古
墳
時
代
後
期
か
ら
平
安
時

代
中
期
庭
か
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
層
序
的
細
分
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
土
器
類
に
共
伴

し
て
多
く
の
木
製
遺
物
が
出
土
し
た
が
、
古
代
に
属
す
る
木
製
品
と
し
て
は
曲
げ
物
の
底
板
が
３
点
へ
火

切
り
杵
と
思
わ
れ
る
棒
状
具
が
１
点
、
詳
細
不
明
の
板
製
品
破
片
な
ど
の
他
、
桃
の
種
や
自
然
木
片
な
ど

が
出
土
し
た
．

曲
げ
物
底
板
の
１
点
の
外
面
に
は
、
判
読
は
で
き
な
い
ま
で
も
明
瞭
な
２
文
字
の
墨
書
と
全
体
に
墨
痕

ら
し
き
も
の
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
居
村
Ｂ
遺
跡
第
３
号
木
簡
と
し
、
第
１
次
調
査
出
土
の
１
号
、
２
号

木
簡
と
同
様
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
乎
川
南
教
授
に
解
読
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
釈

文
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
川
教
授
並
び
に
東
京
大
学
大
学
院
の
三
上
喜
孝
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

７
木
簡
の
釈
文
・
内
容

酋舅髻震言言
斤 霜
畦

（
径
》
宝
×
留
冨
三
分
の
一
躯
損
０
六
一
型
弐
）

本
木
簡
は
円
形
曲
物
容
器
の
底
板
の
半
存
し
た
も
の
で
、
外
面
一
面
に
墨
書
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
木

目
に
ほ
ぼ
直
交
す
る
方
向
で
『
茜
槽
」
、
そ
れ
と
は
や
や
方
向
を
異
に
し
て
「
炭
」
「
茜
二
斤
』
「
壹
』

「
大
』
な
ど
と
書
か
れ
た
文
字
が
判
読
で
き
る
。
他
に
木
自
に
平
行
に
文
字
ら
し
き
も
の
が
い
く
つ
か
み

ら
れ
る
が
、
劉
遜
公
明
で
あ
る
。

『
茜
』
は
、
『
和
名
芝
に
「
兼
名
注
云
茜
八
蘇
凰
灰
、
阿
如
禰
〉
可
以
染
緋
者
也
』
と
あ
る
よ
う
に
、

繊
維
遡
青
鯨
鷺
緋
色
に
染
め
る
鱒
勝
馬
虻
削
り
２
側
鞘
で
あ
る
ド
ト
延
豆
我
苧
人
蛎
砺
盤
①
小
附
哨
山
砥
聡
鯉
采

色
に
必
要
蓼
材
料
と
し
て
、
茜
、
米
、
灰
圭
御
篭
魚
か
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
木
簡
に
「
茜
』
と
と
も
に

み
え
る
『
炭
』
も
、
染
色
の
際
に
使
わ
れ
る
燃
料
の
意
味
で
書
か
れ
た
可
能
鷺
か
あ
る
。

判
読
で
き
る
文
字
の
う
ち
、
木
目
に
ほ
ぼ
直
交
し
て
書
か
れ
た
「
茜
槽
』
は
、
他
の
文
字
に
比
べ
、
墨

書
も
濃
く
、
車
体
も
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
茜
槽
」
と
そ
の
他
の
文
字
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の

少
畢
与
え
ス
駕
必
璽
舞
ぱ
あ
ス
ぐ
っ
。

（
舶
醐
糾
州
催
柵
帥
聯
守
州
櫛
酬
舟
、
『
胸
Ｍ
ｆ
燗
叱
比
崎
城
仙
鵬
眺
朏
州
Ⅷ
＃
柵
｝
仙
柵
＃
齢
服
縄
職
砂

指
子
農
苔
も
あ
っ
た
主
っ
で
あ
る
。
そ
２
ぞ
え
る
と
「
茜
槽
」
が
こ
の
邸
靭
容
器
の
用
途
と
密
接
に
関
わ

る
記
載
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
．
一
方
、
他
の
文
字
は
習
書
と
考
え
ら
れ
る
。

習
書
と
考
え
ら
れ
る
文
字
の
う
ち
、
注
意
塗
引
く
の
は
『
茜
芹
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
養
老
賦
役

令
Ｉ
調
絹
繩
条
に
、
調
副
物
と
し
て
「
茜
二
斤
」
、
『
延
喜
式
』
宝
計
上
）
に
、
中
男
作
物
と
し
て

「
茜
二
斤
』
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
方
、
相
模
国
の
輸
子
べ
き
中
男
作
物
品
目
と
し
て
『
茜
』
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
茜
二
斤
』
は
、
相
模
国
の
中
里
搾
物
と
の
関
わ
り
も
想
定
で
き
る
記
載
で
あ

る
．
な
お
、
『
延
喜
式
』
（
縫
殿
寮
）
に
み
え
る
『
茜
』
が
い
ず
れ
も
大
斤
蚕
討
量
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

ふ
ま
え
る
と
、
「
茜
二
斤
」
の
右
側
に
「
大
』
の
字
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
斤
」
が
大
斤
で
あ
る

こ
と
を
明
記
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
．

本
木
簡
の
記
載
全
体
を
ど
の
よ
う
に
促
え
る
べ
き
か
、
現
段
階
で
は
判
断
し
が
た
い
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
当
該
地
域
に
お
け
る
産
業
を
知
る
上
で
貴
重
な
一
例
と
琴
○
つ
．

市
教
育
委
員
会

茅
ヶ
崎
市
文
化
振
興
財
団



土
器
に
記
さ
れ
た
文
字

“
墨
書
土
器
”

○
福
島
県
石
川
町
達
中
久
保
遺
跡

南
，
加
，
朱
，
本
，
真
，
千
万
，
富
，
富
・
豊

◆
石
川
県
小
松
市

淨
水
寺
跡

○
長
野
県
塩
尻
市
吉
田
川
西
遺
跡

南
，
加
，
珠
，
安
，
真
，
千
，
万
，
吉
，
財
富
加

、
＝
ﾌ
ﾞ

、
莚
＝
し
=ぐ

鱒
織

フ
キ

I

－

6
｢
集
」

1
2
『
天
冨
』

1
「
浄
水
寺
」

E
ノ

嘘
管
ぽ

鰯 鬮睡

②

1
｢
千
」

｢
南
」

ｐ

韓懸 鰯《

＝ ／

鹿

一齢

の

②崎
面

｢
南
」

’

／
、

に
ノ

一一

I

一

I
■

■
■

■
■

■
■

■
I
■

■
■

■
■

■
■

■

ま

｢
加
」

8

｢
富
」

I

７

壁面
｢
加
」

1
4
「
吉
加
」

8
｢
富
来
」

、
‐
ー

I

’

⑤ ⑤
認

｢
本
」

I

、
一

＝
一
一
"凸
の

写
ニ
ー

〃
1
5
「
大
吉
」

3
や
‐
ー

8

畷
9
｢
来
」

、
_
ヒ
グ

｢
珠
」

｢
吉
」

5
4
｢
集
冨
」

、
一
呼

倹
陰

｢
安
」

5
r
真
」

●
、

②
（
雲
_）

1
0
r
富
』

、‘.『
画
圭

②
1
6
「
田
吉
」

｢
真
」

I

一一

毒
（

｢豊
｣･「

富
』

曇《
｢
財
冨

L
----J

F
m

｢
フ ノ

｢
合
』

9
－

図
1
－
2
共
通
文
字
群
（
福
島
・
達
中
久
保
遺
跡
）

図
1
－
1

共
通
文
字
群
（
長
野
・
吉
田
川
西
遺
跡
）

1
1
「
富
加
」

石
川
県
浄
水
寺
跡
の
墨
書
土
器

図
3

腿
1

謹
蕊



土
器

に
記

さ
れ

た
文

字
く

墨
書

土
器

＞

◆
千

葉
県

富
里

町
久

能
高

野
遺

跡

◆
千

葉
県

芝
山

町
庄

作
避

跡曇

童
ノ

ー
／一

「
罪

司
」

へ
の

供
献

を
示

す
墨

書
土

器
(千

葉
.庄

作
遺
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、
い

治
囑

鹿
餓

船

紺
歳にして死にき・

、きひなひ

閻羅王の使の鬼、召さるる人の賂を得て晃す縁第二十

四勺日本霊園函藤中港 一一

ならのい臆し倉三四

楢磐嶋は、諾樂の左京の六條五坊の人なり。大安寺の藤の里に居住す。聖武

そ

《へ

天皇のみ世に、其の大安寺の儀参騨競の蝋一一十貫を借りて、越前の都魯鹿の津

八つろ脹

九
きや９やく一。こ一一も

一一一

に往きて、交易して運び超し、船に載せ家に將ち來たる時に、忽然に病を得、

たち窟ら

一一一一

ひとり一五

認船を留め？軍濁家に鰊墹と思ひ、馬を借りて乗り來たる。近江の臨嶋の郡の磯
し

応がからさきばかりや宣しろ９
一七

一鹿の辛前に至りて、倦みれぱ、二一人追ひ來る。後るる程一町許なり。山代の字

０ぢぱし
治椅に至る時に、近く追ひ附き、共に副ひ往く。磐嶋問ふ・「何に往く人か」と

いづく

．一八染かど一九

一いふ。答へ言ひて日はく「閻羅王の關の、楢磐嶋を召しに往く使なり」とい

，ふ。磐嶋聞きて問ふ「召さるるは我なり。何の故にか召す」といふ。使の鬼答

←へて言はく「我等、先に汝が家に往きて間ひしに、答へて日はく『感ぽ往き いま

二．主さあとら

て未だ來らず』といふが故に、津に至りて求め、富に相ひて捉へむと欲へぱ、、

おも

一一一

しわ９あ挙奉ら、ゆるぺ二三

四王の使有りて、訓へて言はく『莞す可し。寺の交易の鐘を受けて喬ひ奉るが 二四
し倉らくゆる

故に』といふが故に、暫免しつるのみ。汝を鄙すに日を累ねて、我は飢ゑ疲

かさうつか

あ

ただほしいひあ

れぬ。若し食物有りや」といふ。磐嶋云はく「唯干飯有り」といひ、與へて食

し

三けやた鱈 は令む。使の鬼云はく「汝、我が氣に病まむが故に、依り近づか洞あれ。但恐

な四

五

こぎ堂９あへ六 るること莫かれ」といふ。慾に家に望み、食を備けて饗す。鬼云はく「我、牛

ししたしなあへと

の宍の味を嗜むが故に、牛の宍を饗せよ。牛を捕る鬼は我なり」といふ。磐嶋 七

さだらうしあたて倉つた鯉

云はく「我が家に斑なる牛二頭有り。以て進らむが故に、唯我を見せ」といふ。

さばそめぐ桑さち

八

鬼言はく「我、今汝が物多に得て食ひつ。其の恩の幸の故に、今汝を更さぱ、我

九

重き罪に入り、鐵杖を持ちて一惰段打たる鵬し。若し汝と同じ年の人有りや」と ｆ革たりひとり嘘か

いふ。磐嶋答へて言はく「我都て知ら不」といふ。三の鬼の中に、一の鬼議りて

一一
つちのえとら

言はく「汝は何の年ぞ」といふ心磐嶋答へて云はく「我が年は戊寅なり」といふ。 一一一一一一一 いざ鋲健もとさうはつけ生糸

鬼云はく「吾聞かくは、率川の敵の許の相八卦讃にして、汝と同じく戊寅の年

あかべそゐた麓

の人有り、汝に替ふ宜き者なり。彼の人を召し將む。唯汝が饗に牛一頭を受け

のがし躯危９

－囚

こんがう嘘んにやきやり一穴

一五

つ。我が打たるる罪を脱れ令めむが爲に、我が三の名を呼びて、金剛般若經百

一生０たかさ史ろふたりなかも由るみたりつち倉ろ

巻を讃み奉れ。一の名は高佐腕呂、この名は中知麻呂、三の名は槌廊呂ぞ」と

よなかあくるひ

いひて、夜半に出で去る。明日見れば、牛一つ死にたり。磐嶋、大安寺の南塔 一人

竃いさ象にんえう腿ふし』巫・

院に参ゐ入り、沙彌仁躍法師未だ受戒せざりし時なり。を請けて、金剛般若經百巻

剥・もこひ．上つか

を讃み奉らむと欲ふと語る・仁躍、請を受けて、二箇日を經て、金剛般若經百巻

を

を讃み詑はりぬ。三箇日を歴て、使の鬼來りて云はく「大乗の力に依りて、百

言Ｑかじき倉たいひ堂よ
一一

段の罪を脱れ、常の食より復飯一斗を倍して賜ふ。．喜し、貴し。今より以後、

のら

せらごと・

一一一

しゆふく

四

十なばたち虫ら．９五

節毎に、我が爲に修輻し供養せよ」といふ。即ち忽然に失せぬ。磐嶋年九十餘
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伽島県いわき市

師岡県浜松市

《郡符木而一覧表〉

長野県更埴市

岐阜県吉城郡古川町

京都府向日市

新潟県三島郡和島村

滋賀県野洲郡中主町

兵庫県氷上郡悲日町

一西「敷席二枚鱒口升芹□（息）×誤×ニミ（一ちつ画） ＳＤ７０３１胡Ｇ （ママ）

・符屋代郷長里正等匠丁根代布五段勘夫一人馬十二疋

〔神〕
口宮室造人夫又殿造人十人

①ｋ部のキリ・オリ

天
世

詐 ′|」
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（９９）×３５×３

ハ
５９４×４５×６

（２３０）×４２×３

（２８２）×４９×１０

（３９２）×５５×３．５

（１４５）×３４×５

（３６１）×４９×６

５８５×３４×５

（毛）×韻×四ミ貝邑言）過
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三．「符更科郡司等可□ｎ川

弓冒旦□￥４峨巨坐Ｙ園、Ｕ□

『Ｕ４Ｙ￥４Ｙ副□

一
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づ

き

出
長
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遺
跡

（
武

蔵
国

・
都

筑
郡

衙
）

くさたにぐん漣んいひⅡ

熊谷の軍團飯云

かむどぐん漣んこぬ巾《

紳門の軍團郡

出雲園風土記意宇郡
いひし

つゑさか

さ冊丈七尺、廣さ二

おうこほりの糸やけ

意宇の郡家の北の

■がみち

一つは北に柾れる道なり。

．ひむがしさかひささとあしのぎ。嘘しいた

國の東の堺より西のかたに去ること升里一百八十歩にして、野城の橋に至る。長
ｌ つゑさかつゑさか。いひ姓Ｌさと・史つりごとどの

さ冊丈七尺、廣さ二丈六尺なり。飯梨川なり。又、西のかた升一里にして國の鴎、

Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■，

おうこほりの糸やけじふじち史たすなにわかな虫屋し毛ら

意宇の郡家の北の十字の街に至り、即ち、分れて二つの道と爲る。一つは正西の道、

くる鰹うまやこほりの恥やけおなところこ姪りの熟やけいぬゐさと寺ら麓むらつち

黒田の騨郡家と同じき虚なり。郡家の西北のかたこ里に黒田の村あり。土の

さまいるかれもとこここうまやすな嘘なづう室や

髄、色黒し。故、黒田といふ。薑、此虚に是の騨あり。即ち號けて黒田の騨といひ

こぽりの糸やけひむがしつなほもとな鋼

き。今は郡家の東に属けり。今も猶、蕾の黒田の號を迫へるの承。

魂嘩鯛域誠や罪ば勵けり

おう
意宇の

〔通〕〔住〕

・信濃圃口更科郡□□□

ｎⅡⅡⅡⅡＵ

刑ァ真口布、

□〔〕人□口富石□

戸口石田アロロ一□

戸支一

こぽりの糸やけうしとらさと

飯石の郡家の東北のかた升九里一

こぬ巾の桑やけ丈ひむがしさと

郡家の正東七里なり。

瓢
金刺ァ富止布手『

〔石〕

酒人口布手、
ｎＵ

彦

。

ｰ
ｰ

(
別

飛
2
》

(
別

砿
1
）

ロ口

８０９８０００８０００■００００００００８０

門川川Ｕ布手一
口

幸一 一（ママ）一

金刺一舎入真清布手壺」 ロｐ ｒ９００００９００００００００８００００００
。

あし

百八十歩なり。
1
l
x

一一

（誇巴＋Ｓ雪）×（圏）×函○一閏Ｒｇ－ｃ追・ヒノキ属

ＳＤ７０３５胡・洲層上８Ｇ

ａ屋）×（詮）×《ｓ負弓圃）迫・ヒノキ属

ＳＤ７０３５・ｎＧ

６
胸

閏つ×豊×函Ｓ員（己冒））迫

ＳＤ７０３０８層路Ｇ
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延喜式巻三十三大膿下

肢料。大豆一石六斗六升七合．海藻四斤八雨．得“一五

延喜式慾三十七典藥寮

U
黄琴十斤五雨。湾蕊廿斤。菌陳蕊知母蓋茄。苛藥．黄蓄前胡各一斤。杓杷十八斤・監漆七斤。紫麺八両。稚腫

ヤマフ無チギナソサ

子二斤●防風三斤。橘皮十五斤十雨。瓜蕃雨。欺冬花九斤．白頭公一斤戚黄六斤八両。薯諭一斗麥門冬一

ヒルムシロ〔閥〕チホ・Ｉクサ『卿〕

升。桃仁。胡肺子各三斗⑭干地黄三升．附子一斗八升．「大施床子一升・莨蘆子二升。荏子二升．箒藤子五合。石 ■

ヰノリメク希

●

硫黄一斗淵蹄一具§丹参四斤戒大五斗． ●

祁摸國批二種

武徽閲廿八種

黄芥川弧斤十両。悲蕊五斤。丹参廿五斤。岫街三斤十雨“知母一斤。拘杷十斤●苛藥三斤。桔梗四斤十二雨。細

辛冊斤。大黄二斤．土瓜三斤十四雨常歸十四斤。甘途一斤．欺冬花十雨。瓜蒋五雨干地黄五斗七升六合。桃

カウレムカＪノ！〔閣〕

仁川斗購頭一州二斗附子八斗・決明子・牡荊子．草藤子各三斗蠅床子一斗‐地層子一斗五合、董蓋子一戸一 ④

●

升．蜀椒三韮肌筑五斤。鼓大一斗。

相模國硫趣ハ蚕錘顎職罐畔転鍾域誕嘩軸錬轤唖汁華轤癖一張散宿 ●●

武藏國騨凝蕊鋸鼈織蒸，羅産幾識鍵諜雪灘總鱗潔辮鍵謹電。 、●
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